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こ
の
た
び
の
市
長
選
挙
に
お
い
て
、

都
城
市
長
と
し
て
再
び
市
政
を
担
わ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
４
年
間
の
取
り
組
み
の
成
果

に
対
す
る
評
価
の
結
果
、
多
く
の
市
民

の
皆
さ
ま
に
信
任
し
て
い
た
だ
き
、
大

変
感
激
し
て
い
る
と
同
時
に
、
今
後
の

４
年
間
へ
の
大
き
な
期
待
を
感
じ
、
あ

ら
た
め
て
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

す
。無
駄
な
も
の
を
削
る
だ
け
で
な
く
、

必
要
な
と
こ
ろ
に
は
積
極
投
資
し
な
が

ら
、
先
頭
に
立
っ
て
改
革
と
活
性
化
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

南
九
州
の

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
シ
テ
ィ
と
し
て

　

市
民
の
願
い
が
か
な
う
南
九
州
の

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
シ
テ
ィ
と
し
て
、
定
住

自
立
圏
構
想
や
環
霧
島
会
議
な
ど
、
周

辺
の
自
治
体
と
の
連
携
を
強
化
し
、
持

続
的
発
展
が
で
き
る
財
政
基
盤
を
確
立

し
、
自
立
可
能
な
ま
ち
の
実
現
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。
都
城
市
は
南
九
州
の

人
・
物
・
金
の
流
れ
の
中
心
と
な
る
可

能
性
を
秘
め
た
ま
ち
で
す
。
そ
の
利
点

を
活
用
し
求
心
力
を
高
め
、
南
九
州
を

リ
ー
ド
す
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
ま
す
。
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サ
ブ
シ
テ
ィ
構
想

　

都
城
市
の
地
理
的
中
心
で
あ
る
都
城

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
高
い
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
生
か
し
、
健
康
医
療
ゾ
ー
ン

と
雇
用
創
出
ゾ
ー
ン
を
整
備
し
、
本
市

活
性
化
の
「
核
」
を
つ
く
り
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
雇
用
創
出
ゾ
ー
ン
に
つ

い
て
は
、
既
存
の
工
業
団
地
へ
の
企
業

立
地
を
推
進
し
な
が
ら
、
新
し
い
工
業

団
地
の
造
成
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
健
康
医
療
ゾ
ー
ン
に
つ
い
て

は
、
救
急
医
療
施
設
な
ど
を
平
成
27
年

ま
で
に
開
設
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
整

備
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
が
、
ま
ず
は

今
夏
ま
で
に
基
本
計
画
を
公
表
し
、
そ

の
後
約
１
年
を
か
け
て
設
計
な
ど
を

行
っ
て
着
工
し
、
早
期
完
成
を
目
指
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

合
併
後
の
ま
ち
づ
く
り

　

合
併
し
て
４
年
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
さ
ま
ざ
ま
な
声
に
謙

虚
に
耳
を
傾
け
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
丁

寧
に
説
明
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
旧
４
町
に
限
ら
ず

中
山
間
地
な
ど
に
は
効
果
的
な
施
策
を

通
じ
て
、
地
域
振
興
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
実
行

　

都
城
市
が
南
九
州
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

シ
テ
ィ
と
し
て
、
今
後
も
輝
き
続
け
て

い
く
た
め
に
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
着
実
に

実
行
し
て
い
き
ま
す
。

　

サ
ブ
シ
テ
ィ
構
想
に
つ
い
て
は
、
な

る
べ
く
前
倒
し
し
て
、
早
期
に
実
現
で

き
る
よ
う
促
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

行
財
政
改
革
に
つ
い
て
は
、
民
間
の

経
営
感
覚
で
無
駄
を
徹
底
し
て
排
除

し
、
職
員
削
減
や
施
設
の
民
営
化
、
民

間
委
託
な
ど
に
よ
り
行
政
コ
ス
ト
を
削

減
し
、
持
続
的
発
展
が
可
能
な
健
全
な

財
政
基
盤
を
確
立
し
て
い
く
と
と
も

に
、
市
民
負
担
を
軽
減
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

市
民
生
活
に
真
に
必
要
不
可
欠
な
事

業
を
除
い
て
投
資
は
抑
制
し
て
い
き
ま

す
が
、
一
方
で
、
必
要
な
事
業
に
つ
い

て
は
選
択
と
集
中
を
原
則
と
し
て
積
極

的
に
投
資
を
行
い
活
性
化
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

景
気
雇
用
対
策
に
つ
い
て
は
、
世
界

同
時
不
況
の
中
で
本
市
と
し
て
で
き
る

限
り
の
景
気
雇
用
対
策
を
推
進
し
、
市

民
生
活
を
守
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

地
場
産
業
支
援
に
つ
い
て
は
、
バ
ラ

ン
ス
の
取
れ
た
産
業
構
造
の
強
み
を

生
か
し
て
、
地
域
の
産
業
を
活
性
化

し
経
済
に
活
力
を
生
み
出
し
ま
す
。

　

教
育
・
子
育
て
支
援
に

つ
い
て
は
、
子
ど
も

へ
の
投
資
は
未
来

へ
の
投
資
と
考

え
て
い
ま
す

の
で
、
子

育
て
の

し
や
す

い
環
境
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

　

安
心
・
安
全
を
守
る
た
め
に
、
自
助
・

共
助
・
公
助
を
リ
ン
ク
さ
せ
、
災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

住
民
に
最
も
近
い
と
こ
ろ
で
ま
ち
づ

く
り
の
意
思
を
決
定
す
る
た
め
、
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
を
設
立
し
、
市
民
と
の

協
働
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

最
後
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
誇
り
を

持
っ
て
愛
す
る
都
城
市
で
暮
ら
し
続

け
、
こ
れ
か
ら
の
厳
し
い
時
代
を
共
に

乗
り
越
え
て
い
く
た
め
に
、
こ
れ
か
ら

も
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
に
お
願

い
申
し
上
げ
、
市
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

市
長
プ
ロ
フ
ィ
ル

昭
和
44
年
8
月
2
日
生（
40
歳
）

平
成
6
年
3
月

　

早
稲
田
大
学
政
治
経
済
学
部
卒
業

平
成
7
年
7
月

　

参
議
院
議
員
秘
書

平
成
9
年
1
月

　

㈳
日
本
青
年
会
議
所

　

宮
崎
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
事
務
局
長

平
成
9
年
6
月

　

県
議
会
議
員
補
欠
選
挙
で
初
当
選

平
成
11
年
4
月

　

県
議
会
議
員　

再
選

平
成
15
年
4
月

　

県
議
会
議
員　

３
選

平
成
16
年
12
月

　

第
27
代
都
城
市
長
就
任

平
成
18
年
2
月

　

初
代
都
城
市
長
就
任

平
成
22
年
1
月

　

都
城
市
長
再
選

○
趣
味　

読
書
・
音
楽
鑑
賞

○
座
右
の
銘　

修
己
治
人

○
家
族
構
成　

妻
と
長
男
、次
男
の

　

４
人
暮
し
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都
城
市
議
会
議
員
決
ま
る

任
期
満
了
に
伴
う
市
長
と
市
議
会
議
員
選
挙
が
１
月
24
日
に
行
わ
れ
、
今
後
４
年
間
の
市
政
運
営
を
決
定
し

て
い
く
市
長
と
議
員
の
顔
触
れ
が
そ
ろ
い
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
市
全
域
を
一
選
挙
区
と
し
、
議
員
定
数
も

８
削
減
さ
れ
た
市
議
会
議
員
選
挙
に
は
47
人
が
立
候
補
。
市
民
の
負
託
を
受
け
た
議
員
34
人
が
決
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、
２
月
９
日
の
臨
時
会
で
議
長
に
東
口
良
仲
さ
ん
、
副
議
長
に
永
山
透
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

三角光洋（61）
梅北町

永山　透（63）
南横市町

佐藤紀子（53）
金田町

荒神　稔（55）
山田町

江内谷満義（61）
高城町

榎木智幸（53）
山之口町

永田照明（60）
高城町

森重政名（56）
鷹尾一丁目

音堅良一（50）
下長飯町

来住一人（64）
乙房町

杉村義秀（60）
上長飯町

中田　悟（48）
太郎坊町

大浦　覚（53）
上川東四丁目

下山隆史（57）
上長飯町

徳留八郎（69）
八幡町

神脇清照（62）
郡元四丁目

永田浩一（65）
高崎町

長友潤治（49）
上水流町

東口良仲（63）
梅北町

顔
触
れ

34人
の
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前回を4.88％下回る投票率
　今回の市議会議員選挙の投票率は65.56％
と、前回を4.88％
下回る結果とな
りました。
　また、議員定数
34のうち、旧市内
から23人が、総合
支所管内から11人
が当選しました。

楡田　勉（59）
吉尾町

本仮屋　勉（60）
南横市町

福留　明（56）
高城町

有田辰二（58）
山田町

西ノ村　清（55）
高崎町

迫間輝昭（62）
高崎町

黒木優一（50）
庄内町

小玉忠宏（60）
上東町

児玉優一（52）
平塚町

筒井紀夫（60）
山田町

蔵屋　保（61）
祝吉町

西川洋史（62）
姫城町

相葉一夫（62）
下長飯町

坂元良之（64）
鷹尾一丁目

坂下邦男（63）
山之口町

敬称略　得票順に掲載　氏名、年齢（３月１日現在）、住所を表記

第
３
代
都
城
市
議
会
議
長

　
　

東
口 

良
仲

●
旧
市
の
市
議
会
議
員
を
３
期
、

新
市
に
な
っ
て
２
期
、
通
算
５

期
目
。
旧
市
の
副
議
長
や
建
設

委
員
会
委
員
長
な
ど
を
歴
任

　

議
長
に
就
任
し
、
議
会
代

表
者
と
し
て
の
重
責
を
担
い
、

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

今
回
か
ら
議
員
定
数
が
34
人

に
な
り
、
新
た
に
出
発
し
た

市
議
会
は
、
本
市
の
重
要
な

事
項
を
決
め
る
責
任
を
負
う

と
と
も
に
、
議
員
自
ら
が
行

政
に
提
言
す
る
な
ど
、
市
民

の
負
託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う

努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
南
九
州
の
中
心
都

市
と
し
て
礎
を
築
い
た
先
人

た
ち
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

地
域
資
源
を
生
か
し
英
知
を

結
集
し
な
が
ら
、
個
性
と
魅

力
に
あ
ふ
れ
た
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

新
生
「
都
城
市
」
の
躍
進

の
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ま
の

声
を
市
議
会
へ
届
け
て
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

第
５
代
都
城
市
議
会
副
議
長

　
　

永
山　

透

●
旧
市
の
市
議
会
議
員
を
２
期
、

新
市
に
な
っ
て
２
期
、
通
算
４
期

目
。
旧
市
の
建
設
委
員
会
委
員
長

な
ど
を
歴
任

議
長
あ
い
さ
つ

定数
34人
旧市内
23人

山田
3人

高崎
3人

山之口
2人

高城
3人
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島
津
家
発
祥
の
地
「
都
城
」

　

都
城
市
は
、
か
つ
て
日
本
一
の
規
模

を
誇
る
荘
園
「
島し
ま
づ
の
し
ょ
う

津
荘
」
の
中
心
地
で

し
た
。
そ
し
て
、
鎌
倉
時
代
に
は
、
源

頼
朝
か
ら
島
津
荘
の
管
理
人
で
あ
る

下げ

す司
職し
き

に
任
命
さ
れ
た
惟こ
れ
む
れ
た
だ
ひ
さ

宗
忠
久
が
島

津
忠
久
と
名
乗
っ
た
こ
と
か
ら
島
津
氏

が
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
島
津
本

家
の
第
４
代
忠
宗
の
子
資す
け
た
だ忠
（
当
時
は

北ほ
ん
ご
う郷

家
を
名
乗
る
）
を
始
祖
と
す
る
都

城
島
津
家
が
明
治
12
年
か
ら
居
住
し
た

場
所
が
都
城
島
津
邸
で
す
。

都
城
の
歴
史
を
堪
能
す
る

　

本
宅
・
剣
道
場
・
石
蔵
・
御
門
・
外

蔵
・
社
は
、
国
の
登
録
有
形
文
化
財
、

本
市
指
定
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
、
こ
れ
ら
の
建
造
物
群
と
日
本
庭

園
、
都
城
島
津
伝
承
館
が
一
般
公
開
さ

れ
ま
す
。

□
本
宅　

明
治
12
年
に
早
鈴
神
社
の
跡

地
に
建
て
ら
れ
、
現
在
の
建
物
は
昭

和
10
年
に
建
築
。
昭
和
48
年
の
全
国

植
樹
祭
の
際
、
昭
和
天
皇
が
宿
泊
さ

れ
る

□
日
本
庭
園　

昭
和
天
皇
が
宿
泊
さ

れ
た
と
き
に
移
植
さ
れ
た
高
木
や

龍り
ゅ
う
ほ
う
じ

峯
寺
墓
地
に
あ
っ
た
肥
後
椿
、
領

主
館
に
あ
っ
た
毘び
し
ゃ
も
ん
て
ん

沙
門
天
像
が
あ
る

□
都
城
島
津
伝
承
館　

都
城
島
津
家
か

ら
平
成
16
年
に
寄
贈
さ
れ
た
１
万
点

の
史
料
を
保
存
、
公
開
す
る
施
設

開
館
時
間
・
観
覧
料
な
ど

開
館
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

観
覧
料

【
本
宅
】
小
学
生
以
上
１
０
０
円

【
都
城
島
津
伝
承
館
】

一
般
２
１
０
円
（
１
５
０
円
）

小
・
中
学
生
１
０
０
円
（
50
円
）

高
校
・
大
学
生
１
５
０
円
（
１
０
０
円
）

※
（　

）
内
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

休
館
日　

毎
週
月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝

日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）、
年
末
年
始

※
都
城
島
津
伝
承
館
に
つ
い
て
は
、
６

月
１
日
㈫
～
３
日
㈭
、
８
月
３
日
㈫

～
５
日
㈭
は
臨
時
休
館

都
城
島
津
邸
が
開
館
す
る
ま
で

～
都
城
島
津
家
と
都
城
市
の
あ
ゆ
み
～

　

今
回
、
都
城
島
津
邸
の
開
館
に
合

わ
せ
て
都
城
島
津
家
と
都
城
市
の
交

流
の
歴
史
を
伝
え
る
企
画
展
を
都
城

島
津
伝
承
館
で
開
催
し
ま
す

開
催
期
間　

３
月
27
日
㈯
～

　
　
　
　
　

５
月
30
日
㈰

①都城島津邸イメージ図
②都城島津伝承館と御門
③本宅外観
④都城島津伝承館入口

都城島津邸がいよいよ開館します。本宅などの既存の建造物群や史料を保存する
ための都城島津伝承館などの整備が進められてきた都城島津邸。今後、市民の皆
さんの歴史学習や交流の場、観光拠点として活用していきます。

●問い合わせ　文化財課　☎２３−２１１６

都城島津邸　３月27日㈯開館！

都城駅

西
都
城
駅

藤
元
病
院

都
城
市
立
美
術
館

都
城
市
役
所

明
道
小
学
校

広口交差点

大淀川

都
城
島
津
邸

①

②

③

④



市
内
の
交
通
事
故
・
飲
酒
運
転
が
急
増
中
！

４
月
１
日
か
ら
水
道
料
金
な
ど
が
変
更
に
な
り
ま
す
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円
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
共
同
墓
地

や
共
同
納
骨
堂
で
、
使
用
者
名
義
が

個
人
に
な
っ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
水
道
局
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

□
水
道
加
入
金
（
消
費
税
別
）

区　

分

加 

入 

金　
　

口
径
13
ミリ
㍍

３
万
２
、０
０
０

口
径
20
ミリ
㍍

７
万
５
、０
０
０

口
径
25
ミリ
㍍

12
万

口
径
40
ミリ
㍍

39
万

請
求
月
の
変
更

　

高
崎
地
区
に
つ
い
て
は
、
毎
月
請

求
か
ら
２
カ
月
分
ご
と
の
請
求
に
変

更
し
検
針
は
奇
数
月
、
請
求
は
偶
数

月
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
４
月
請

求
分
に
つ
い
て
は
、
１
カ
月
分
の
料

金
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
そ
の
ほ
か

の
地
区
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
と

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

移
行
期
間
の
料
金

　

使
用
期
間
が
４
月
１
日
を
は
さ
む

料
金
に
つ
い
て
は
、
日
割
り
に
よ
り

算
出
し
た
旧
料
金
と
新
料
金
の
合
計

額
と
な
り
ま
す
。

全
体
の
約
70
㌫
が
注
意
不
足

　

交
通
事
故
な
ど
の
発
生
原
因
は
、

運
転
中
の
脇
見
や
考
え
事
、
安
全
不

確
認
な
ど
の
注
意
不
足
が
全
体
の
約

70
㌫
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市

内
に
お
け
る
時
間
帯
別
の
交
通
事
故

発
生
件
数
は
、
午
前
７
時
か
ら
８
時

の
時
間
帯
が
１
８
１
件
、
午
後
５
時

か
ら
６
時
の
時
間
帯
が
２
０
３
件
と

職
場
の
通
勤
・
帰
宅
時
間
帯
に
集
中

し
て
い
ま
す
。

事
故
を
防
ぐ
に
は
日
ご
ろ
の
心
掛
け

　

交
通
事
故
を
減
ら
す
た
め
に
は
、

運
転
者
の
交
通
安
全
の
意
識
を
高
め

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
例
え
ば
「
対

向
車
は
来
な
い
だ
ろ
う
」「
歩
行
者

は
通
ら
な
い
だ
ろ
う
」
な
ど
と
い
っ

た
「
～
だ
ろ
う
運
転
」
を
し
な
い
よ

う
に
し
た
り
、
時
間
に
余
裕
の
あ
る

行
動
を
し
た
り
す
る
な
ど
小
さ
な
注

意
を
怠
ら
な
い
こ
と
で
交
通
事
故
を

防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

交
通
事
故
は
、
決
し
て
人
ご
と
で

は
な
く
、
い
つ
加
害
者
や
被
害
者
に

な
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
安
全
で
安

心
な
都
城
に
す
る
た
め
に
も
、
日
ご

ろ
か
ら
交
通
安
全
を
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。

運
転
中
の
注
意
不
足
に
よ
る
交
通
事

故
や
飲
酒
運
転
で
、
か
け
が
え
の
な

い
命
が
奪
わ
れ
て
い
ま
す
。
安
全
で

住
み
よ
い
都
城
に
す
る
た
め
に
、
交

通
安
全
意
識
を
高
め
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

●
問
い
合
わ
せ　

生
活
文
化
課

☎
23

−

７
１
８
３

交
通
事
故
や
飲
酒
運
転
が大

幅
に
増
加

　

平
成
21
年
の
交
通
事
故
の
発
生
状

況
は
、人
身
事
故
件
数
が
１
、８
６
４

件
、
交
通
事
故
に
よ
る
死
者
数
が
11

人
、
飲
酒
運
転
に
よ
る
検
挙
者
数
が

１
２
１
人
と
、
い
ず
れ
も
平
成
20
年

と
比
較
す
る
と
大
幅
に
増
加
し
て
い

ま
す
。
平
成
19
年
に
道
路
交
通
法
が

改
正
さ
れ
、
厳
罰
化
が
図
ら
れ
た
飲

酒
運
転
に
つ
い
て
は
、
検
挙
者
数
が

年
々
減
少
傾
向
で
し
た
が
、
一
転
し

て
増
加
す
る
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

４
月
１
日
か
ら
市
内
全
域
の
水
道
料

金
お
よ
び
水
道
加
入
金
が
旧
市
の
料

金
に
統
一
さ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

水
道
局
業
務
課

☎
23

−

４
５
１
０

料
金
表
（
２
カ
月
料
金
表
）

□
一
般
用
基
本
料
金
（
消
費
税
別
）

区　

分

料　

金　
　

口
径
13
ミリ
㍍

９
０
０

口
径
20
ミリ
㍍

１
、４
６
０

口
径
25
ミリ
㍍

１
、８
８
０

口
径
40
ミリ
㍍

４
、５
０
０

□
一
般
用
従
量
料
金
（
消
費
税
別
）

使
用
水
量

１
立
方
㍍
の
料
金　

16
立
方
㍍
ま
で

30

17
立
方
㍍
～

40
立
方
㍍

１
２
０

41
立
方
㍍
～

１
０
０
立
方
㍍

１
５
０

１
０
１
立
方
㍍
以
上

１
９
０

□
そ
の
ほ
か
の
基
本
料
金
な
ど

　

自
治
公
民
館
や
営
農
研
修
館
、
共

同
墓
地
や
共
同
納
骨
堂
、
消
防
団
詰

め
所
な
ど
に
つ
い
て
は
、
従
量
料
金

が
一
律
１
立
方
㍍
当
た
り
１
３
０

1,864

10,139 9,930
9,384

11,000

1,5811,6271,705

人身事故件数

（円）（円）

（円）



地
区
に
お
い
て
は
、
今
年
度
中
に
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
の
設
置
に
向
け
た
合
意

を
得
て
、
来
年
度
か
ら
具
体
的
に
動
き

出
す
こ
と
で
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
自
治
区
に
お
い
て
は
、

区
長
を
中
心
に
し
て
、
地
域
協
議
会
か

ら
出
さ
れ
た
意
見
な
ど
を
基
に
魅
力
あ

る
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
今
後
も
、
地
域
自
治
区
の

設
置
目
的
や
地
域
協
議
会
の
役
割
を
十

分
認
識
し
な
が
ら
、
市
政
に
反
映
さ
せ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

地
域
に
お
け
る
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ

く
り
は
、
住
民
自
ら
決
定
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
の
特
性
や
資
源
お
よ
び
人
材

を
活
用
し
な
が
ら
、
魅
力
あ
る
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
、
そ
の
こ
と
が
地
域
内
分
権
に

つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
造
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
早
水
公
園
体
育
文
化

セ
ン
タ
ー
の
ア
リ
ー
ナ
の
床
の
張
り
替

え
や
空
調
設
備
工
事
、
照
明
器
具
の
取

り
替
え
、
弓
道
場
な
ど
の
改
修
工
事
を

行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

優
先
順
位
が
最
も
高
い
サ
ブ
ア
リ
ー

ナ
建
設
は
、
都
城
運
動
公
園
陸
上
競
技

場
、
体
育
館
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
駐
車

場
な
ど
の
整
備
と
密
接
に
関
係
し
て
い

る
た
め
、
現
段
階
で
は
具
体
的
な
建
設

計
画
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

ま
た
、
陸
上

競
技
場
の
全
天

候
型
ト
ラ
ッ
ク

に
つ
い
て
は
、

現
在
地
で
の
開

放
型
に
よ
る
整

　

12
月
議
会
で
は
、
５
日
間
に
わ
た
り

一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
21
人
の
議
員
が

質
問
に
立
ち
、
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
。

◆
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備

ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
ビ
ジ
ョ
ン
の

概
要
と
、
こ
れ
ま
で
に
整
備
さ
れ
た
施

設
の
状
況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

平
成
19
年
３
月
に
策
定
し
た
ス

ポ
ー
ツ
施
設
整
備
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
早
水

公
園
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
や
都
城
運
動

公
園
な
ど
の
拠
点
施
設
を
、
今
後
ど
の

よ
う
に
整
備
し
て
い
く
か
の
指
針
を
示

し
た
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
早
水
公
園
体
育
文
化

セ
ン
タ
ー
に
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
と
武
道
館

を
併
設
し
、
陸
上
競
技
場
を
全
天
候
型

ト
ラ
ッ
ク
に
し
て
、
市
中
心
部
付
近
に

平
成
21
年
12
月
議
会

議
会
だ
よ
り

平
成
21
年
第
７
回
市
議
会
が
、
11
月
30
日
か
ら
12
月
17
日
ま
で
の
18
日
間
の
会

期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
平
成
21
年
度
都
城
市
一
般
会
計
補
正
予
算

な
ど
市
長
提
出
議
案
59
件（
う
ち
17
件
は
継
続
審
査
分
）、議
員
提
出
議
案
４
件
、

請
願
３
件
、
そ
の
他
の
議
決
事
項
１
件
の
合
計
67
件
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
た
結

果
、
議
員
提
出
議
案
１
件
が
否
決
、
請
願
１
件
が
継
続
審
査
、
１
件
が
不
採
択

と
な
っ
た
ほ
か
は
、
す
べ
て
認
定
、
可
決
、
採
択
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

備
を
基
本
に
し
な
が
ら
、
市
陸
上
競
技

協
会
か
ら
要
望
の
あ
る
別
の
場
所
で
の

管
理
型
に
よ
る
新
設
に
つ
い
て
も
、
現

在
の
利
用
実
態
を
踏
ま
え
、
今
後
、
十

分
話
し
合
い
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

◆
ま
ち
づ
く
り
の
考
え
方
に
つ
い
て

地
域
内
分
権
を
見
据
え
た
ま
ち
づ

く
り
の
考
え
方
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

本
市
で
は
、
旧
市
内
11
地
区
に
お

い
て
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
役

お
よ
び
地
域
内
分
権
の
受
け
皿
と
な
る

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
を
設
置
す
る
た

め
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
と
こ
れ
ま
で

協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
８
地
区
に
お
い
て
は
、
事
前

準
備
組
織
で
あ
る
検
討
会
議
な
ど
を
立

ち
上
げ
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
協
議

し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
６

21年度12月補正予算（15件）
【一般会計】	 １億1,049万4,000円
【特別会計】	 ５億6,293万1,000円
【水道事業会計】	 492万6,000円

20年度決算の認定（17件）※継続審査分
■平成20年度一般会計歳入歳出決算の認
定について	 ほか16件

条例の制定・一部改正（10件）
■都城市一般職の職員の給与に関する条
例等の一部を改正する条例の制定につ
いて	 ほか９件

その他（17件）
■工事請負契約の締結について	 ほか16件

議員提出議案（４件）
■後期高齢者医療制度の即時廃止を求め
る意見書	 ほか３件

請願（３件）
■国民健康保険税の引き下げを求める請
願書	 ほか２件

その他（１件）
■市長が選任する都城市農業委員会委員
の推薦について
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◆
都
城
市
消
防
団
に
つ
い
て　

質
１
都
城
市
消
防
団
お
よ
び
施
設
整

備
の
現
状
を
伺
い
た
い
。

答
１
都
城
市
消
防
団
は
現
在
、
都
城

消
防
団
、
山
之
口
消
防
団
、
高
城
消
防

団
、
山
田
消
防
団
、
高
崎
消
防
団
の
５

つ
の
消
防
団
の
連
合
体
制
と
な
っ
て
い

ま
す
。
各
消
防
団
員
の
実
員
数
は
都
城

７
１
８
人
、
山
之
口
１
４
２
人
、
高
城

１
７
９
人
、
山
田
１
４
７
人
、
高
崎

１
５
７
人
の
合
計
１
、３
４
３
人
で
、

定
員
１
、３
７
７
人
に
対
し
て
約
97
・

５
㌫
の
確
保
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
車
両
は
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
き
積

載
車
を
中
心
に
１
０
４
台
を
保
有
し
て

い
ま
す
。

　

施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
都
城
消

防
団
の
詰
め
所
は
、
全
部
で
48
カ
所
あ

り
ま
す
が
、
老
朽
化
し
た
も
の
が
多

く
、
ま
た
、
面
積
は
12
平
方
㍍
未
満
の

も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
平
成
９
年
度

以
降
に
建
て
替
え
た
６
カ
所
に
つ
い

て
は
、
広
め

に
建
設
し
て

い
ま
す
。
ま

た
、
ト
イ
レ

未
設
置
の
詰

め
所
に
つ
い

て
は
、
平
成

16
年
度
か
ら

環
境
整
備
事

業
を
年
次
的

に
進
め
て
い
ま
す
が
、
平
成
21
年
末
現

在
、
ト
イ
レ
未
設
置
の
部
は
16
あ
り
ま

す
。
な
お
、
ホ
ー
ス
塔
の
設
置
事
業
に

つ
い
て
は
、
平
成
16
年
度
ま
で
に
す
べ

て
完
了
し
て
い
ま
す
。

質
２
団
員
の
確
保
に
関
す
る
広
報
は

ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
？

答
２
全
国
的
に
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

団
員
の
増
加
や
若
年
層
の
団
員
の
減
少

が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
市
と

し
て
は
、
ラ
ジ
オ
な
ど
の
広
報
媒
体
を

使
っ
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
消
防
団
へ

の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
努
力
を
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
市
消
防
局
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
、
消
防
団
員
の
募
集
広
報

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
消
防
団

員
の
確
保
に
努
め
て
い
き
ま
す
の
で
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
消
防
団
へ
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
に
つ
い
て

質
１
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
に
向
け
た

基
本
構
想
的
な
位
置
付
け
で
あ
る
「
都

城
市
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」

の
策
定
後
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

進
め
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

答
１
本
市
で
は
、
地
球
環
境
問
題
に

貢
献
し
て
い
く
た
め
の
指
針
と
し
て
、

平
成
17
年
２
月
に
「
都
城
市
地
域
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
ま
し

た
。

　

市
内
に
は
す
で
に
、
木
質
資
源
利
用

ボ
イ
ラ
ー
や
家
畜
ふ
ん
尿
、
鶏
ふ
ん
、

焼
酎
か
す
な
ど
を
利
用
し
た
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
企
業

が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
市
で
も
国
の
制
度
な
ど
を
活

用
し
な
が
ら
、
市
庁
舎
や
小
・
中
学
校
、

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
、
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ
、
川
の
駅
公
園
、
高
木
原
緑
道
、

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ
、
総
合
文
化

ホ
ー
ル
な
ど
で
、
太
陽
光
発
電
や
風
力

発
電
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
太

陽
光
発
電
型
の
街
灯
を
公
園
に
設
置
し

た
り
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
動
車

を
公
用
車
に
導
入
し
た
り
す
る
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
か
ら
２
カ
年
の
期
間

で
、
今
後
の
考
え
方
や
方
向
性
を
見
い

出
す
環
境
基
本
計
画
の
策
定
に
着
手
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
球
温
暖
化
防
止

対
策
の
実
行
計
画
の
策
定
も
予
定
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
今
後
の
行
政
と
し

て
の
取
り
組
み
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

市
民
や
事
業
者
へ
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
普

及
促
進
の
た
め
の
方
策
を
検
討
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

質
２
本
市
に
お
け
る
住
宅
な
ど
の
太

陽
光
発
電
の
設
置
状
況
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

答
２
九
州
電
力
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、

本
市
に
お
け
る
平
成
21
年
10
月
末
現

在
で
の
太
陽
光
発
電
の
設
置
状
況
は
、

個
人
住
宅
の
ほ
か
店
舗
な
ど
も
含
め

２
、１
９
６
軒
で
す
。
こ
の
う
ち
約
95

㌫
は
個
人
住
宅
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
20
年
８
月
末
現
在
は

１
、９
９
１
軒
で
し
た
の
で
、
こ
の
１

年
２
カ
月
の
間
で
２
０
５
軒
の
増
加
と

な
っ
て
い
ま
す
。

傍
聴
に
お
い
で
く
だ
さ
い

　

市
議
会
は
、
３
月
、
６
月
、
９

月
、12
月
の
定
例
会
や
臨
時
会
で
、

市
民
に
関
係
の
深
い
議
案
や
請
願

な
ど
を
審
議
し
ま
す
。

　

傍
聴
席
は
、
市
役
所
西
館
６
階

に
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
自
由
に
お

い
で
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
Ｂ
Ｔ
Ｖ
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
で
も
、
市
議
会
の
中
継
放
送
や

録
画
放
送
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

議
会
事
務
局 

☎
23
＿

７
８
６
９ 市役所南別館の屋上に設置した

太陽光発電
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狂犬病を予防しましょう！
集団予防注射は今年から、春の１回限りです
平成22年度の狂犬病予防接種と飼い犬の登録を行います。
予防注射は、どの会場でも受けられますので、近くの公民館または地
区公民館などで都合に合わせて接種しましょう。

●問い合わせ　環境政策課　☎２３−２１３０

　

平
成
22
年
度
の
狂
犬
病
予
防
注
射
と

飼
い
犬
の
登
録
を
行
い
ま
す
。

　

狂
犬
病
予
防
注
射
は
、
狂
犬
病
の
発

生
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
実
施
す
る
も

の
で
、生
後
91
日
以
上
の
飼
い
犬
に
は
、

毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
法
律

で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
ま
で
、
春
・
秋
・
冬
の
年
３

回
、
集
団
予
防
注
射
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
が
、
法
令
で
注
射
の
期
間
が
４

月
か
ら
６
月
に
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

や
、
保
健
所
か
ら
の
指
導
も
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
今
年
か
ら
春
の
日
程
の
み
に

な
り
ま
し
た
。
登
録
が
済
ん
で
い
な
い

犬
に
つ
い
て
は
、
注
射
と
同
時
に
登
録

も
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

狂
犬
病
予
防
注
射
料

　
　
　

３
、０
０
０
円
（
年
１
回
）

　

登
録
料　

　
　
　

３
、０
０
０
円
（
生
涯
１
回
）

◎
注
意
事
項

・
予
防
注
射
受
付
票
は
郵
送
し
ま
す
の

で
、
必
ず
会
場
に
持
参
く
だ
さ
い
。

受
付
票
が
な
い
場
合
、
受
付
時
に
書

類
の
記
入
が
必
要
で
す

・
注
射
会
場
で
は
、
飼
い
主
が
責
任
を

持
っ
て
犬
を
制
御
し
て
く
だ
さ
い

・
体
調
の
悪
い
犬
、
ま
た
は
１
カ
月
以

内
に
注
射
し
た
ば
か
り
の
犬
に
つ
い

て
は
、
注
射
会
場
の
獣
医
師
ま
た
は

動
物
病
院
に
相
談
く
だ
さ
い

（五十市地区）
期日 場　　所 時　間
4/15	
㈭

鷹尾一丁目自治公民館 14：00～14：30
北鷹尾自治公民館 15：00～15：30

4/16	
㈮

都島自治公民館 9：00～ 9：30
大岩田玉利自治公民館 10：00～10：30
横尾原自治公民館 11：00～11：30
上今町自治公民館 13：00～13：30
下今町自治公民館 14：00～15：00

4/20	
㈫

平長谷自治公民館 9：00～ 9：30
狐塚自治公民館 10：00～10：30
原村自治公民館 11：00～11：30
中尾自治公民館 13：00～13：30
五十市地区公民館 14：00～15：00

（横市地区）
期日 場　　所 時　間

4/21	
㈬

上蓑原自治公民館 9：00～ 9：30
久保原西自治公民館 10：00～11：00
後蓑原自治公民館 13：00～13：30
下蓑原自治公民館 14：00～15：00

4/22	
㈭

霧原自治公民館 9：00～ 9：30
サンアビリティーズ都城 10：00～10：30
都原自治公民館 11：00～11：30
今房自治公民館 13：00～13：30
表自治公民館 14：00～14：30
東加治屋自治公民館 15：00～15：30

4/23	
㈮

和田自治公民館 9：00～ 9：30
横市地区公民館 10：00～11：00

（沖水地区）
期日 場　　所 時　間

5/20	
㈭

吉尾自治公民館 9：00～ 9：30
松ノ元自治公民館 10：00～11：00
下金田自治公民館 13：00～13：30
中金田自治公民館 14：00～15：00

5/21	
㈮

広瀬自治公民館 9：00～ 9：30
太郎坊自治公民館 10：00～11：00
沖水地区公民館 13：00～13：30
高木自治公民館 14：00～15：00

（姫城地区）
期日 場　　所 時　間

4/23	
㈮

都島公園（陸軍墓地）駐車場 13：00～13：30
西町自治公民館 14：00～14：30
上町自治公民館 15：00～15：30

4/27	
㈫

姫城自治公民館 9：00～ 9：30
早鈴自治公民館 10：00～11：00
甲斐元自治公民館 13：00～13：30
下長飯自治公民館 14：00～15：00

（妻ケ丘地区）
期日 場　　所 時　間

5/12	
㈬

弁済使自治公民館 9：00～ 9：30
竹町自治公民館 10：00～11：00
小鷹自治公民館 13：00～13：30
若葉自治公民館 14：00～15：00

5/13	
㈭

一万城東部自治公民館 9：00～ 9：30
一万城西部自治公民館 10：00～10：30
広原自治公民館 11：00～11：30
花繰自治公民館 13：00～13：30
妻ケ丘地区公民館 14：00～15：00

5/14	
㈮

東町自治公民館 9：00～ 9：30
中妻自治公民館 10：00～10：30
菖蒲原自治公民館 11：00～11：30

（小松原地区）
期日 場　　所 時　間

4/14	
㈬

源野自治公民館 10：00～10：30
大根田自治公民館 11：00～11：30
片平自治公民館 13：00～13：30
志比田自治公民館 14：00～15：00

4/15	
㈭

北原自治公民館 9：00～ 9：30
小松原地区公民館（大王）10：00～11：00
宮丸自治公民館 13：00～13：30

（祝吉地区）
期日 場　　所 時　間

5/14	
㈮

立野自治公民館 13：00～13：30
早水自治公民館 14：00～14：30
年見自治公民館 15：00～15：30

5/18	
㈫

原口自治公民館 9：00～ 9：30
下川東自治公民館 10：00～10：30
川東墓地東入口 11：00～11：30
並木自治公民館 13：00～13：30
千町自治公民館 14：00～14：30
上川東一丁目自治公民館 15：00～15：30

5/19	
㈬

神之山自治公民館 9：00～ 9：30
上郡元自治公民館 10：00～10：30
祝吉自治公民館 11：00～11：30
南郡元三丁目自治公民館 13：00～13：30
祝吉地区公民館 14：00～15：00
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飼い主のマナーが
問われています

・犬の放し飼いは絶対にやめ
ましょう

・犬の散歩中は、必ず袋を持
ち歩きましょう

・犬のふんや抜け毛はこまめ
に掃除しましょう

・犬には毎日適度な運動をさ
せましょう

（高崎総合支所管内）
期日 場　　所 時　間

6/15	
㈫

谷川自治公民館 9：00～10：00
迫間自治公民館 10：30～11：30
東集会場 13：00～14：00
上勢西自治公民館 14：30～15：30

6/16	
㈬

三和自治公民館 9：00～10：00
横谷自治公民館 10：30～11：30
原村自治公民館 13：00～14：00
高坂自治公民館 14：30～15：30

6/17	
㈭

上轟自治公民館 9：00～10：00
塚原自治公民館 10：30～11：30
栢木自治公民館 13：00～14：00
大牟田地区体育館 14：30～15：30

6/18	
㈮

笛水教育集会場 9：00～10：00
炭床自治公民館 10：30～11：30
温水自治公民館 13：00～14：00
高崎総合支所 14：30～15：30

各地区の日程で都合の悪い人は
（本庁管内全域）
期日 場　　所 時　間

4/18	
㈰	
・	
5/28	
㈮

横市地区公民館 9：00～ 9：30
祝吉地区公民館 10：00～10：30
沖水地区公民館 11：00～11：30
中郷地区公民館 13：00～13：30
妻ヶ丘地区公民館 14：00～14：30
都城市役所第２駐車場（4/18） 15：00～15：30
総合社会福祉センター駐車場（5/28） 15：00～15：30

（総合支所管内全域）
期日 場　　所 時　間
5/30	
㈰	
・	
6/30	
㈬

山之口総合支所車庫前 9：00～10：00
高城総合支所公用車駐車場 10：30～11：30
高崎総合支所東側駐車場 13：00～14：00
山田総合支所駐車場 14：30～15：30

（市内全域）
期日 場　　所 時　間
6/27	
㈰ 都城保健所 9：00～12：00

（山之口総合支所管内）
期日 場　　所 時　間

6/1	
㈫

飛松公民館 9：00～ 9：30
青井岳（高野商店裏） 10：00～10：30
五反田公民館 11：00～11：30
永野地区公民館 13：00～13：30
六十田公民館 14：00～14：30
野上公民館 15：00～15：30

6/2	
㈬

麓営農研修館 9：00～ 9：30
田原公民館 10：00～10：30
街区公民館 11：00～11：30
西向原公民館 13：00～13：30
下富吉地区体育館 14：00～14：30
上富吉地区体育館 15：00～15：30

6/3	
㈭

桑原公民館 9：00～ 9：30
乗平公民館 10：00～10：30
正近公民館 11：00～11：30
前方公民館 13：00～13：30
川内公民館 14：00～14：30
山之口総合支所車庫前 15：00～15：30

（高城総合支所管内）
期日 場　　所 時　間

6/8	
㈫

雀ヶ野公民館 9：00～ 9：30
高城地区公民館四家分館 10：00～10：30
第18自治公民館 11：00～11：30
七瀬谷公民館 13：00～13：30
市野々公民館 14：00～14：30
高城農村改善センタ－ 15：00～15：30

6/9	
㈬

田辺公民館 9：00～ 9：30
雁寺・八久保公民館 10：00～10：30
西久保公民館 11：00～11：30
第12自治公民館 13：00～13：30
第11自治公民館 14：00～14：30
石山体育センタ－ 15：00～15：30

6/10	
㈭

上星原公民館 9：00～ 9：30
下星原公民館 10：00～10：30
豊広公民館 11：00～11：30
第９自治公民館 13：00～13：30
高城ふれあい武道館（穂満坊） 14：00～14：30
高城総合支所公用車駐車場 15：00～15：30

6/11	
㈮

横原地区コミュニティセンタ－ 9：00～ 9：30
勤労青少年ホ－ム 10：00～10：30
第３自治公民館 11：00～11：30
高城原ふれあいスポ－ツ館 13：00～13：30
第１自治公民館 14：00～14：30
第２自治公民館 15：00～15：30

（山田総合支所管内）
期日 場　　所 時　間

6/22	
㈫

牛谷自治公民館 9：00～ 9：30
万ヶ塚自治公民館 10：00～11：30
和田上自治公民館 13：00～14：00
毘砂丸自治公民館 14：30～15：30

6/23	
㈬

上椎屋自治公民館 9：00～ 9：30
石風呂自治公民館 10：00～11：30
瀬之口自治公民館 13：00～14：00
長谷自治公民館 14：30～15：30

6/24	
㈭

浜之段自治公民館 9：00～ 9：30
下是位川内自治公民館 10：00～11：30
大古川自治公民館 13：00～14：00
竹脇自治公民館 14：30～15：30

6/25	
㈮

古江自治公民館 9：00～ 9：30
谷頭トレーニングセンター 10：00～11：30
山内二自治公民館 13：00～14：00
谷頭二自治公民館 14：30～15：30

（志和池地区）
期日 場　　所 時　間

5/25	
㈫

崎田自治公民館 9：00～ 9：30
寿万寺自治公民館 10：00～10：30
麓自治公民館 11：00～11：30
荒ヶ田自治公民館 13：00～13：30
岩満自治公民館 14：00～14：30
巣立自治公民館 15：00～15：30

5/26	
㈬

薄谷自治公民館 10：00～10：30
森田自治公民館 11：00～11：30
上水流東自治公民館 13：00～13：30
志和池地区公民館 14：00～15：00

5/27	
㈭

丸谷自治公民館 10：00～10：30
平原自治公民館 11：00～11：30
下水流１自治公民館 13：00～13：30
下水流３自治公民館 14：00～15：00

（庄内地区）
期日 場　　所 時　間

4/9	
㈮

関之尾自治公民館 9：00～ 9：30
上川崎自治公民館 10：00～10：30
下川崎自治公民館 11：00～11：30
西区自治公民館 13：00～13：30
庄内地区公民館 14：00～15：00

4/13	
㈫

今屋自治公民館 9：00～ 9：30
千草自治公民館 10：00～10：30
宮島自治公民館 11：00～11：30
莇自治公民館 13：00～13：30
平田自治公民館 14：00～15：00

4/14	
㈬ 今平自治公民館 9：00～ 9：30

（西岳地区）
期日 場　　所 時　間

4/6	
㈫

猪児石記念碑前 10：00～10：30
西折田代自治公民館 11：00～11：30
東折田代自治公民館 13：00～13：30
東田野自治公民館 14：00～14：30

4/7	
㈬

御池自治公民館 10：00～10：30
東牛之脛自治公民館 11：00～11：30
夏尾市民センター 13：00～13：30
上馬渡自治公民館 14：00～14：30

4/8	
㈭

下川内自治公民館 9：00～ 9：30
上川内自治公民館 10：00～10：30
西岳地区公民館 11：00～11：30
荒川内自治公民館 13：00～13：30
渡司自治公民館 15：00～15：30

（中郷地区）
期日 場　　所 時　間

4/28	
㈬

下安久自治公民館 9：00～ 9：30
藤田自治公民館 10：00～11：00
石原自治公民館 14：00～14：30

4/30	
㈮

上安久自治公民館 9：00～ 9：30
益貫自治公民館 10：00～10：30
梅北麓自治公民館 11：00～11：30
川内自治公民館 13：00～13：30
雄児石自治公民館 14：00～14：30
女橋自治公民館 15：00～15：30

5/11	
㈫

大浦自治公民館 9：00～ 9：30
嫁坂自治公民館 10：00～10：30
払川自治公民館 11：00～11：30
正応寺自治公民館 13：00～13：30
高野原自治公民館 14：00～14：30
豊満自治公民館 15：00～15：30
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地
域
の
宝
を
守
る
に
は
再
確
認
が
大
切

興
玉
神
社
防
火
訓
練

　

神
社
の
内
神
殿
が
国
の
指
定
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
興
玉
神
社

（
安
久
町
）
で
２
月
７
日
、
防
火
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
全
国
の
文
化
財
防

火
デ
ー
に
合
わ
せ
て
毎
年
実
施
し
て
い

る
も
の
で
、
地
元
の
自
衛
消
防
隊
（
吉

田
敏
博
隊
長
、
10
人
）
と
消
防
団
員
30

人
が
参
加
。「
火
事
だ
」
と
い
う
声
が

上
が
る
と
境
内
に
設
置
し
て
あ
る
放
水

機
を
使
い
、
消
火
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

中
郷
地
区
の
消
防
団
員
の
平
川
倖こ
う
い
ち一
さ

ん
（
梅
北
町
）
は
「
貴
重
な
地
域
の
宝

を
次
世
代
に
残
す
た
め
に
必
要
な
訓
練

で
す
ね
」
と
消
火
の
手
順
を
再
確
認
し

て
い
ま
し
た
。

た
す
き
で
つ
な
ぐ
み
ん
な
の
思
い

南
九
州
駅
伝
競
走
大
会

　

え
び
の
市
か
ら
都
城
市
間
の
７
区
間
、

61
・
25
㌔
で
競
わ
れ
る
南
九
州
駅
伝
競

走
大
会
が
２
月
７
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

64
回
目
と
な
る
今
年
は
、
県
内
外
の
高

校
や
大
学
、
社
会
人
か
ら
54
チ
ー
ム
が

出
場
。
序
盤
は
昨
年
の
覇
者
第
一
工
業

大
学
Ａ
が
４
区
ま
で
優
位
に
進
め
ま
し

た
が
、
終
盤
に
国
分
自
衛
隊
Ａ
が
盛
り

返
し
、
２
年
ぶ
り
３
回
目
の
優
勝
を
果

た
し
ま
し
た
。
応
援
に
駆
け
つ
け
た

三さ
え
ぐ
さ枝
新あ
ら
たく
ん
（
五
十
市
小
３
年
）
は
「
高

校
生
が
走
っ
て
い
る
の
を
見
て
、
自
分

も
将
来
、
こ
の
大
会
で
走
っ
て
み
た
い

と
思
っ
た
」
と
将
来
の
目
標
を
見
つ
け

て
い
ま
し
た
。

両
監
督
の
マ
イ
ク
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
大
爆
笑

茨
城
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゴ
ー
ル
ズ
対
チ
ー
ム
そ
の
ま
ん
ま
宮
崎
交
流
戦

　

萩
本
欽
一
さ
ん
率
い
る
茨
城
ゴ
ー
ル

デ
ン
ゴ
ー
ル
ズ
と
東
国
原
知
事
率
い
る

チ
ー
ム
そ
の
ま
ん
ま
宮
崎
と
の
野
球
交

流
戦
が
２
月
11
日
、
都
城
運
動
公
園
野

球
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ド
リ
ー
ム

マ
ッ
チ
を
一
目
見
よ
う
と
多
く
の
観
客

が
訪
れ
、
好
プ
レ
ー
が
出
る
た
び
に
歓

声
を
上
げ
た
り
、
試
合
の
合
間
に
両
監

督
が
み
せ
る
マ
イ
ク
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

な
ど
を
楽
し
ん
だ
り
し
ま
し
た
。
ま
た
、

交
流
戦
に
先
立
ち
開
か
れ
た
野
球
教
室

に
は
、
市
内
の
小
学
生
２
０
０
人
が
参

加
。
子
ど
も
た
ち
は
真
剣
な
眼
差
し
で
、

両
チ
ー
ム
の
選
手
ら
か
ら
投
球
や
守
備

な
ど
の
指
導
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

隠
れ
た
努
力
や
功
績
に
光

教
育
委
員
会
精
励
賞

　

ほ
か
の
生
徒
児
童
の
模
範
と
な
る
行

い
や
、
芸
術
・
文
化
、
体
育
の
分
野

で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
生
徒
、
児
童

を
表
彰
す
る
教
育
委
員
会
精
励
賞
の
授

賞
式
が
２
月
８
日
、
中
央
公
民
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
善
行
部
門
、
体

育
部
門
、
文
化
部
門
を
合
わ
せ
て
44
人
、

８
団
体
が
受
賞
。
あ
い
さ
つ
運
動
で
善

行
部
門
を
受
賞
し
た
仲
原
高
矢
さ
ん

（
中
郷
中
３
年
）
が
、
受
賞
者
を
代
表

し
て
「
受
賞
は
日
ご
ろ
か
ら
指
導
し
て

く
れ
る
地
域
の
人
や
先
生
の
お
か
げ
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
努
力
を
続
け
、
な
に

ご
と
に
も
負
け
な
い
力
を
付
け
た
い
」

と
力
強
く
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。
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吾わ
れ

十
五
に
し
て
何
を
志
す

立
志
の
集
い

　

15
歳
と
い
う
精
神
的
に
も
身
体
的
に

も
大
き
な
変
化
を
遂
げ
る
こ
の
時
期
に

自
分
の
進
む
べ
き
方
向
や
目
標
に
つ
い

て
考
え
る
立
志
式
が
市
内
の
各
中
学

校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
２
月
12
日
に
開

か
れ
た
姫
城
中
学
校
（
山
元
博
司
校
長
、

３
３
２
人
）
の
立
志
の
集
い
に
は
、
２

年
生
１
０
９
人
が
出
席
。
式
で
は
生
徒

の
代
表
４
人
が
「
立
志
に
寄
せ
て
」
と

題
し
将
来
の
夢
に
つ
い
て
作
文
を
発
表

し
た
ほ
か
、
同
校
Ｏ
Ｂ
の
鍋
倉
裕
次
郎

さ
ん
が
都
城
工
業
高
校
バ
レ
ー
部
を
日

本
一
に
導
い
た
経
験
を
基
に
講
演
。「
夢

を
叶
え
る
に
は
努
力
が
必
要
」
と
後
輩

た
ち
に
熱
い
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

世
界
に
目
を
向
け
る
き
っ
か
け
に

ワ
ー
ル
ド
・
フ
ェ
ス
タ
in
み
や
こ
の
じ
ょ
う

　

海
外
の
伝
統
文
化
や
遊
び
を
知
っ
て

も
ら
お
う
と
ワ
ー
ル
ド
・
フ
ェ
ス
タ
in

み
や
こ
の
じ
ょ
う
が
２
月
13
日
、
ウ
エ

ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
国
際
交
流
員
や
市
内
在
住
の
外

国
人
が
、
出
身
地
12
カ
国
を
紹
介
す
る

ブ
ー
ス
を
設
置
。
羊
の
骨
を
使
っ
た
モ

ン
ゴ
ル
の
伝
統
的
な
占
い
や
ジ
ャ
マ
イ

カ
の
ボ
ブ
ス
レ
ー
の
レ
プ
リ
カ
の
展
示

な
ど
が
行
わ
れ
、
訪
れ
た
家
族
連
れ
な

ど
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
木
幡
聡

太
君
（
明
和
小
１
年
）
は
「
ア
メ
リ
カ

の
ゲ
ー
ム
を
体
験
し
ま
し
た
。
一
度
も

勝
つ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
け
ど
面
白

か
っ
た
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

都
城
の
Ｐ
Ｒ
を
全
国
へ
！

都
城
市
特
派
大
使
委
嘱
式

　

キ
ャ
ン
プ
で
本
市
を
訪
れ
て
い
た

サ
ッ
カ
ー
Ｊ
１
Ｆ
Ｃ
東
京
の
主
力
選
手

で
、
日
本
代
表
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
長

友
佑
都
選
手
に
２
月
16
日
、
都
城
市
特

派
大
使
を
委
嘱
し
ま
し
た
。
特
派
大
使

は
、
本
市
の
魅
力
を
国
内
外
に
幅
広
く

伝
え
て
く
れ
る
人
に
お
願
い
す
る
も
の

で
、
長
友
選
手
で
23
人
目
。
祖
父
が
本

市
出
身
で
、佑
都
と
い
う
名
前
の
「
都
」

に
つ
い
て
も
本
市
に
由
来
す
る
と
い
う

長
友
選
手
は
、
長
峯
市
長
か
ら
委
嘱
状

を
受
け
取
り
「
こ
れ
か
ら
も
精
一
杯
プ

レ
ー
し
て
結
果
を
残
し
、
都
城
市
の
Ｐ

Ｒ
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」
と
今
後
の

活
躍
を
誓
い
ま
し
た
。

本
物
の
Ｊ
リ
ー
ガ
ー
と
対
戦

Ｆ
Ｃ
東
京
サ
ッ
カ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

今
年
で
４
回
目
と
な
る
Ｆ
Ｃ
東
京

の
都
城
キ
ャ
ン
プ
が
、
２
月
７
日
か

ら
20
日
ま
で
の
２
週
間
に
わ
た
り
行
わ

れ
ま
し
た
。
14
日
に
は
、
市
内
の
小
中

学
生
の
24
チ
ー
ム
、
１
８
０
名
に
対
し
、

チ
ー
ム
コ
ー
チ
陣
や
23
歳
以
下
の
日
本

代
表
梶
山
陽
平
選
手
が
指
導
す
る
サ
ッ

カ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
催
。
パ
ス
や
体

の
使
い
方
な
ど
の
基
礎
的
な
練
習
に
加

え
、
梶
山
選
手
も
参
加
し
た
ミ
ニ
ゲ
ー

ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
黒
島
太
志
く
ん

（
庄
内
小
６
年
）
は
「
コ
ー
チ
の
指
導

が
う
ま
く
楽
し
か
っ
た
。
落
ち
着
い
て

プ
レ
ー
す
る
こ
と
の
大
切
さ
が
分
か
っ

た
」
と
息
を
弾
ま
せ
話
し
て
い
ま
し
た
。



旧
後
藤
家
商
家
交
流
資
料
館　

館
長鶴つ

る

田だ　

勝ま
さ
るさ

ん

高
城
の
文
化
と
歴
史
を
発
信

域
の
有
志
50
人
で
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
建
物
は
、
商
家
な
ら
で
は
の

造
り
で
、
客
が
ど
こ
か
ら
入
っ
て
も

座
っ
て
話
せ
る
よ
う
に
、
式し
き
だ
い台

と
呼

ば
れ
る
板
の
間
が
１
階
の
全
周
に
ま

わ
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
梁は
り

な

ど
に
松
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た

り
、
明
治
時
代
に
商
売
の
取
り
引
き

の
あ
っ
た
近
江
の
国
（
現
滋
賀
県
）

の
近
江
八
景
を
か
た
ど
っ
た
欄ら
ん

間ま

が

あ
っ
た
り
す
る
な
ど
、
当
時
の
商
家

を
し
の
ば
せ
る
造
り
を
し
て
い
ま
す
。

「
築
１
１
０
年
に
も
な
る
明
治
時
代

の
商
家
づ
く
り
の
建
物
。
何
と
か
残

し
て
、
活
用
し
た
か
っ
た
」
と
当
時

を
振
り
返
る
鶴
田
さ
ん
。

　

地
域
を
あ
げ
た
保
存
活
動
が
実
り
、

現
在
で
は
、
商
家
跡
を
交
流
資
料
館

と
し
て
活
用
し
、
そ
こ
を
中
心
に
お

茶
会
や
音
楽
会
、
５
月
の
節
句
、
９

月
の
重
陽
の
節
句
、
な
ん
こ
大
会
な

ど
を
通
し
て
地
域
に
密
接
し
た
文
化

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

「
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、

高
城
の
歴
史
や
文
化
を
知
っ
て
も
ら

い
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
高
城
の
良

さ
を
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
す
鶴
田

さ
ん
。

　

３
月
28
日
ま
で
開
催
さ
れ
る
商
家

の
ひ
な
ま
つ
り
で
は
、
「
ひ
な
が
花

見
を
し
て
い
る
シ
ー
ン
や
な
ん
こ

を
し
て
い
る
シ
ー
ン
な
ど
、
一
風
変

わ
っ
た
飾
り
方
が
特
徴
」
と
高
城
ら

し
さ
を
ひ
と
味
加
え
て
い
ま
す
。
商

家
の
ひ
な
ま
つ
り
に
向
け
準
備
に
大

忙
し
の
毎
日
で
す
。

旧
後
藤
家
商
家
交
流
資
料
館
を

拠
点
に
高
城
の
文
化
と
歴
史

を
発
信
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
高

城
歴
史
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
。
そ
の
役
員
で
あ
り
、
交
流

資
料
館
の
館
長
も
務
め
る
の
が
鶴
田

勝
さ
ん
（
高
城
町
、
71
歳
）
で
す
。

　

同
法
人
は
、
平
成
13
年
に
現
在
の

資
料
館
北
側
の
道
路
拡
張
に
伴
い
旧

後
藤
家
商
家
の
一
部
が
解
体
を
迫
ら

れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
歴
史
あ
る
建

物
を
残
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
地
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都
城
泉
ケ
丘
高
等
学
校

妻
ケ
丘
町
27

−

15　

☎
23

−

０
２
２
３

「
伝
統
と
新
風
」

都
城
泉
ケ
丘
高
校
生
徒
会　

大
河
内 

昭
爾
（
お
お
こ
う
ち 

し
ょ
う
じ
）

プ
ロ
フ
ィ
ル

　

わ
が
家
の
近
く
に
あ
る
立
教
女
学

院
短
大
か
ら
福
田
清
人
に
つ
い
て
の

講
演
を
依
頼
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

福
田
清
人
教
授
は
野
間
賞
を
受
賞
し

た
小
説
家
で
、
児
童
文
学
者
と
し
て

国
際
ア
ン
デ
ル
セ
ン
賞
を
受
賞
、
明

治
文
学
の
研
究
家
と
し
て
も
専
門
家

の
少
な
か
っ
た
こ
ろ
に
先
駆
的
存
在

と
目
さ
れ
て
い
た
。

　

そ
の
小
説
「
花
あ
る
処
女
地
」
は

「
南
国
の
肌
」
と
題
し
て
映
画
化
さ

れ
た
が
、「
労
研
」
と
呼
ば
れ
た
労

働
科
学
研
究
所
の
都
城
地
方
に
お
け

る
活
動
を
中
心
に
、
そ
こ
で
の
若
手

研
究
員
の
青
春
群
像
を
題
材
に
し
た

も
の
だ
っ
た
。

　

そ
こ
に
は
私
の
郷
里
都
城
の
こ
と

が
「
高
原
の
町
」
と
し
て
し
ゃ
れ
て

描
か
れ
て
い
る
。
都
城
は
高
千
穂
の

峰
が
そ
び
え
立
つ
「
建
国
ゆ
か
り
の

土
地
」
で
あ
り
、
か
つ
て
は
熊
本
第

六
師
団
に
属
す
る
都
城
二
十
三
連
隊

の
所
在
地
で
、
日
本
一
強
い
連
隊
と

い
っ
て
少
年
た
ち
の
誇
り
だ
っ
た
。

　

戦
争
が
終
っ
た
年
の
冬
、
福
田
清

人
は
「
労
研
」
文
化
政
策
部
主
任
研
究

員
と
な
り
、
都
城
に
赴
任
。
研
究
員
た

ち
は
農
家
に
住
み
込
み
実
地
的
な
生
活

調
査
を
し
、
戦
後
ら
し
い
啓
蒙
活
動
も

行
っ
て
い
た
。
当
時
、
東
京
世
田
谷
に

あ
っ
た
「
労
研
」
所
長
は
私
の
遠
縁
に

あ
た
る
暉て
る
お
か峻

義ぎ

等と
う

で
、
た
ま
に
研
究
員

を
連
れ
て
田
舎
の
わ
が
家
に
や
っ
て
来

る
時
、「
労
研
饅
ま
ん
じ
ゅ
う頭」

と
よ
ば
れ
た
パ

ン
を
土
産
に
持
っ
て
き
た
。
何
し
ろ
極

め
付
き
の
食
料
難
の
時
代
で
あ
る
。
雑

穀
を
集
め
て
つ
く
っ
た
塩
味
の
饅
頭
を

大
事
に
か
み
し
め
た
記
憶
が
今
で
も
懐

か
し
く
よ
み
が
え
っ
て
く
る
。

昭
和
３
年
生
ま
れ
。
文
芸
評
論
家
。
武
蔵
野
大

学
前
学
長
。
現
在
は
、
同
大
学
名
誉
教
授
。
著

書
に
「
本
の
旅
」「
ふ
る
さ
と
文
学
館
」
な
ど

【
花
あ
る
処
女
地
】

大
河
内　

昭
爾
さ
ん

　

都
城
泉
ケ
丘
高
校
に
は
、
全
日
制

と
定
時
制
の
２
コ
ー
ス
が
あ
り
、
全

日
制
に
は
普
通
科
と
理
数
科
、
定
時

制
に
は
普
通
科
と
商
業
科
が
あ
り
ま

す
。
多
く
の
生
徒
は
大
学
な
ど
へ
の

進
学
を
目
指
す
な
ど
、
県
内
屈
指
の

進
学
校
と
し
て
有
名
で
す
。
特
に
、

国
内
で
は
近
年
減
少
傾
向
に
あ
る
理

数
系
の
生
徒
が
、
理
数
科
を
中
心
に

多
く
集
ま
り
、
将
来
有
望
な
人
材
が

多
数
在
籍
し
て
い
ま
す
。

　

泉
ケ
丘
高
校
で
は
、
文
武
両
道
を

目
標
に
、
部
活
動
に
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
運
動
部
に
も
文

化
部
に
も
、
九
州
大
会
、
全
国
大
会

へ
と
駒
を
進
め
る
部
活
が
あ
り
ま

す
。
部
活
動
を
通
し
て
、
自
己
を
高

め
て
成
長
し
て
い
く
生
徒
が
多
い
の

も
、
泉
ケ
丘
高
校
の
特
長
で
す
。

　

泉
ケ
丘
高
校
は
、
県
内
有
数
の
伝

統
校
で
も
あ
り
ま
す
。
昨
年
に
は
、

創
立
１
１
０
周
年
を
迎
え
、
長
い
学

校
の
歴
史
の
中
で
す
ば
ら
し
い
伝
統

が
培
わ
れ
て
き
た
こ
と
を
再
確
認
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
来
年
度
か
ら
は
、
泉
ケ
丘

高
校
附
属
中
学
校
が
設
立
さ
れ
、
中

高
一
貫
教
育
と
い
う
新
し
い
時
代
を

迎
え
ま
す
。
伝
統
と
新
風
が
一
つ
に

な
り
な
が
ら
、
わ
が
校
は
さ
ら
な
る

歴
史
を
刻
ん
で
い
き
ま
す
。
中
学
生

と
高
校
生
と
が
互
い
に
教
え
合
い
成

長
す
る
こ
と
で
、
す
ば
ら
し
い
伝
統

を
受
け
継
い
で
い
け
る
学
校
に
な
る

よ
う
に
、
私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
も
努

力
し
て
い
き
ま
す
。

都
城
讃
歌

◎学校のシンボル
「質実剛健と刻まれた碑」
泉ケ丘高校の校訓が刻まれた
この碑は、創立 80周年を記
念して建てられました。私た
ちは、伝統あるこの学校で学
べることを誇りに思います。
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㈶
都
城
育
英
会
奨
学
生

●
対
象　

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
人

①
市
内
ま
た
は
三
股
町
出
身
で
、
保
護
者

　

が
市
内
ま
た
は
三
股
町
に
居
住
し
て
い

　

る
人

②
平
成
22
年
４
月
に
学
校
教
育
法
に
規
定

　

す
る
大
学
、
短
大
、
専
修
学
校
の
専
門

　

課
程
に
進
学
す
る
人

※
通
信
制
・
定
時
制
課
程
は
対
象
外

③
学
業
・
人
物
と
も
に
優
秀
か
つ
健
康
で
、

　

経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
困
難
な
人

●
定
員
（
予
定
）　

37
人

●
貸
与
額　

月
額
３
万
円（
無
利
子
貸
与
）

●
書
類
配
布
場
所　

学
校
教
育
課
、
各
総

合
支
所
教
育
課
、
三
股
町
教
育
課
、
各
地

区
市
民
セ
ン
タ
ー
、
市
内
・
三
股
町
の
各

高
等
学
校

　

４
月
９
日
㈮
～
20
日
㈫
に
、
㈶
都

城
育
英
会
事
務
局　

☎
23

－

２
１
６
１

都
城
市
奨
学
生

●
対
象

①
奨
学
金
の
交
付
申
請
の
提
出
期
限
日
に

　

お
い
て
、
保
護
者
が
２
年
以
上
市
内
に

　

居
住
し
て
い
る
人

②
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
高
校
、
中
等

　

教
育
学
校
（
後
期
課
程
）、高
専
、大
学
、

　

短
大
、
専
修
学
校
（
専
門
課
程
）
に
在

　

学
す
る
人

※
通
信
制
・
定
時
制
課
程
は
除
く

③
学
資
の
支
払
い
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る

　

人
④
高
校
・
高
専
生
で
給
付
を
希
望
す
る
場

　

合
は
、
宮
崎
県
育
英
資
金
な
ど
、
ほ
か

　

の
団
体
や
個
人
か
ら
学
資
の
給
付
・
貸

　

与
を
受
け
て
い
な
い
人

⑤
大
学
・
短
大
・
専
修
学
校
生
は
、
㈶
都

　

城
育
英
会
か
ら
奨
学
金
の
交
付
を
受
け

　

て
い
な
い
人

※
併
願
は
可

●
交
付
額
・
採
用
予
定
人
数

【
高
校
・
高
専
生
（
給
付
）】

月
額
８
、０
０
０
円
、
14
人

【
高
校
・
高
専
生
（
無
利
子
貸
与
）】

月
額
１
万
円
、
39
人

【
大
学
・
短
大
・
専
修
学
校
生（
無
利
子
貸
与
）】

月
額
２
万
５
、０
０
０
円
、
26
人

●
提
出
書
類　

奨
学
金
交
付
申
請
書
、
奨

学
生
推
薦
調
書
、
住
民
票
謄
本
、
在
学
証

明
書
、
平
成
21
年
分
の
所
得
を
証
明
す
る

書
類
な
ど

●
書
類
配
布
場
所　

学
校
教
育
課
、
各
総

合
支
所
教
育
課
、各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
、

市
内
の
各
中
学
校
・
高
校

　

４
月
９
日
㈮
～
20
日
㈫
に
、
学
校

教
育
課　

☎
23

－

２
１
６
１

平
成
22
年
度
労
働
基
準
監
督
官

●
受
験
資
格　

昭
和
56
年
４
月
２
日
～
平

成
元
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
ま
た
は
、

平
成
元
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で
次
に

該
当
す
る
人

①
大
学
を
卒
業
し
た
人
お
よ
び
平
成
23
年

　

３
月
ま
で
に
大
学
卒
業
見
込
み
の
人

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
人
と
同
等
の
資

　

格
が
あ
る
と
認
め
る
人

●
第
１
次
試
験　

６
月
13
日
㈰

●
試
験
の
程
度　

大
学
卒
業
程
度

●
受
付
期
間　

４
月
１
日
㈭
～
14
日
㈬

　

宮
崎
労
働
局
総
務
部
総
務
課
人
事
係

　
　

☎
０
９
８
５

－

38

－

８
８
２
０

関
之
尾
む
か
え
び
と
の
募
集

　

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
関
之
尾
む

か
え
び
と
は
、
平
成
21
年
５
月
の
発
足
以

来
約
１
万
人
の
お
客
さ
ま
を
お
も
て
な
し

の
心
で
案
内
し
て
い
ま
す
。
関
之
尾
む
か

え
び
と
で
は
一
緒
に
案
内
し
て
く
れ
る
仲

間
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

滝
の
駅
せ
き
の
お　

　
　

☎
37

－

３
４
０
５

山
之
口
麓
文
弥
節
人
形
浄
瑠
璃
定
期
公
演

●
日
時　

３
月
21
日
㈰　

14
時
開
演

●
場
所　

山
之
口
麓
文
弥
節
人
形
浄
瑠
璃

資
料
館
（
人
形
の
館
）

●
演
目　

娘
手
踊
り（
お
伊
勢
参
り
）ほ
か

※
麓
小
児
童
に
よ
る
上
演
も
あ
り
ま
す

　

山
之
口
教
育
課　

☎
57

－

３
１
１
１
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さ
く
ら
福
男
・
さ
く
ら
福
女

●
日
時　

３
月
28
日
㈰　

※
小
雨
決
行

受
付
：
９
時
30
分
～
10
時

ス
タ
ー
ト
：
女
子
の
部
10
時
30
分
、
男
子

の
部
11
時

●
場
所　

母
智
丘
公
園
桜
並
木
入
口
右
駐

車
場

●
内
容　

桜
並
木
入
口
を
ス
タ
ー
ト
と
し

た
約
２
㌔
の
コ
ー
ス
を
駆
け
抜
け
、
最
初

に
母
智
丘
神
社
の
鈴
を
鳴
ら
し
た
人
が

２
０
１
０
年
の
さ
く
ら
福
男
・
さ
く
ら
福

女
と
な
り
ま
す
。
さ
く
ら
福
男
・
さ
く
ら

福
女
に
は
、
地
場
産
品
を
贈
呈
。
ま
た
、

参
加
者
全
員
に
お
守
り
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

●
定
員　

男
女
各
30
人
（
中
学
生
以
上
）

　

３
月
８
日
㈪
～
20
日
㈯
に
、
㈳
都

城
観
光
協
会　

☎
23

－

２
４
６
０

み
や
こ
ん
じ
ょ
福
祉
ま
つ
り
２
０
１
０

●
日
時　

３
月
14
日
㈰　

10
時
～
16
時

●
会
場　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ
、
都

城
合
同
庁
舎
、
中
央
通
り
と
そ
の
周
辺

●
内
容　

ム
ジ
カ
ホ
ー
ル
で
の
ス
テ
ー
ジ

コ
ー
ナ
ー
、
世
代
間
交
流
コ
ー
ナ
ー
、
健

康
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
パ
ネ
ル
展
示
、
出
店

コ
ー
ナ
ー
、
ま
ち
な
か
探
検
、
福
祉
体
験

（
車
椅
子
、
ア
イ
マ
ス
ク
）
ツ
ア
ー

※
ひ
な
祭
り
展
示
・
都
城
ぼ
ん
ち
市
・
か
っ

　

ぱ
げ
ん
き
市
も
同
時
開
催
さ
れ
ま
す

　

都
城
市
社
会
福
祉
協
議
会　

　
　

☎
25

－

７
３
１
８

宮
崎
県
肝
炎
対
策
事
業
市
民
公
開
講
座
（
無
料
）

ほ
う
っ
て
お
け
な
い
肝
臓
病

●
日
時　

３
月
20
日
㈯

　
　
　
　

19
時
～
20
時
40
分

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

●
そ
の
他　

希
望
す
る
人
は
20
時
40
分
か

ら
専
門
医
に
よ
る
個
人
面
談
も
受
け
付
け

ま
す

　

宮
崎
大
学
医
学
部
附
属
病
院

　
　

☎
０
９
８
５

－

85

－

９
１
２
１

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
教
室
in
母
智
丘
公
園

●
日
時　

３
月
28
日
㈰　

10
時
～
12
時　

●
場
所　

母
智
丘
公
園　

桜
並
木
途
中
の

ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク

●
内
容　

寄
せ
植
え
教
室
、

　
　
　
　

ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
教
室

●
参
加
料　

各
１
、５
０
０
円
（
材
料
費

込
み
）

●
持
参
す
る
も
の　

作
業
用
手
袋

●
定
員　

各
20
人
（
１
家
族
１
申
し
込
み

ま
で
）
※
先
着
順

　

３
月
８
日
㈪
～
19
日
㈮
に
、
商
業

観
光
課　

☎
23

－

２
６
１
５

き
ら
り
体
験
教
室　

　

５
人
以
上
で
開
催
。
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
。

【
一
石
八
鳥
ら
く
ら
く
体
操
】

●
日
時　

４
月
13
日
㈫
・
27
日
㈫

　
　
　
　

10
時
～
12
時　

全
２
回

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
費
用　

１
、０
０
０
円

　

４
月
２
日
㈮
ま
で
に
、
き
ら
り
ネ

ッ
ト
都
城　

☎
23

－

４
０
８
０

盆
地
健
康
教
室
講
演
会
（
無
料
）

あ
な
た
の
骨
は
大
丈
夫
？

●
日
時　

３
月
27
日
㈯

　
　
　
　

14
時
～
15
時
30
分

●
会
場　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ　

●
内
容　

江
夏
剛
医
師
に
よ
る
講
演
「
骨

粗
し
ょ
う
症
の
お
話
」

●
定
員　

１
０
０
人　

※
先
着
順

　

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
都
城
市

北
諸
県
郡
医
師
会
（
☎
22

－

０
７
１
１

Fax 

25

－

５
７
３
０
）
へ
氏
名
（
代
表
者

の
み
で
も
可
）、
参
加
人
数
を
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い

市
民
の
た
め
の
健
康
講
座
（
無
料
）

健
や
か
に
生
き
る

●
日
時　

３
月
26
日
㈮　

14
時
～
15
時

●
場
所　

国
立
病
院
機
構
都
城
病
院　

教

育
研
修
棟
（
祝
吉
町
）

●
内
容　

有
川
圭
介
医
師
に
よ
る
講
演

「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
死
な
な
い
た
め
に
」

●
定
員　

80
人　

※
申
し
込
み
不
要

　

国
立
病
院
機
構
都
城
病
院　

地
域
医

療
連
携
室　

☎
23

－

４
１
１
１
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平
成
22
年
度
４
月
開
講

都
城
地
域
高
等
職
業
訓
練
校
生
徒

　

訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。
各
科
定
員
20

人
で
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。

【
※
パ
ソ
コ
ン
科
初
心
者
向
け
（
３
カ
月
）】

●
日
程
・
開
講
日　

毎
週
月
・
木
曜
日

18
時
～
21
時　

４
月
12
日
㈪

●
費
用　

４
万
２
、０
０
０
円

【
※
パ
ソ
コ
ン
科
資
格
取
得
コ
ー
ス
（
３
カ
月
）】

●
日
程
・
開
講
日　

毎
週
月
・
木
曜
日

18
時
～
21
時　

４
月
12
日
㈪

●
費
用　

４
万
２
、０
０
０
円

【
※
パ
ソ
コ
ン
科
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
コ
ー

ス
（
６
カ
月
）】

●
日
程
・
開
講
日　

毎
週
土
曜
日

９
時
～
12
時　

４
月
17
日
㈯

●
費
用　

４
万
２
、０
０
０
円

【
※
Ｃ
Ａ
Ｄ
建
築
科
（
３
カ
月
）】

●
日
程
・
開
講
日　

毎
週
月
・
木
曜
日

18
時
30
分
～
21
時
30
分　

４
月
12
日
㈪

●
費
用　

４
万
７
、０
０
０
円

【
※
経
理
事
務
科
（
３
カ
月
）】

●
日
程
・
開
講
日　

毎
週
火
・
木
曜
日

18
時
30
分
～
21
時　

４
月
１
日
㈭

●
費
用　

３
万
円

【
※
不
動
産
実
務
科
（
７
カ
月
）】

●
日
程
・
開
講
日　

毎
週
火
・
金
曜
日

18
時
～
21
時　

４
月
13
日
㈫

●
費
用　

８
万
４
、０
０
０
円

【
※
木
造
建
築
科
（
２
年
）】

●
日
程
・
開
講
日　

毎
週
木
曜
日

８
時
30
分
～
16
時
35 

分　

４
月
15
日
㈭

●
費
用　

８
万
４
、０
０
０
円

【
※
建
築
配
管
科
（
10
カ
月
）】

●
日
程
・
開
講
日　

毎
週
火
曜
日

８
時
30
分
～
16
時
35
分　

４
月
13
日
㈫

●
費
用　

８
万
４
、０
０
０
円

【
※
建
築
塗
装
科
（
２
年
）】

●
日
程
・
開
講
日　

毎
週
木
曜
日

８
時
30
分
～
16
時
35
分　

４
月
15
日
㈭

●
費
用　

８
万
４
、０
０
０
円

【
※
左
官
タ
イ
ル
施
工
科
（
２
年
）】

●
日
程
・
開
講
日　

毎
週
土
曜
日

８
時
30
分
～
16
時
35
分　

４
月
17
日
㈯

●
費
用　

８
万
４
、０
０
０
円

【
※
造
園
科
（
２
年
）】

●
日
程
・
開
講
日　

毎
週
土
曜
日

８
時
30
分
～
16
時
35
分　

４
月
17
日
㈯

●
費
用　

８
万
４
、０
０
０
円

【
和
裁
科
（
１
年
）】

●
日
程
・
開
講
日　

毎
週
月
・
木
曜
日

９
時
～
15
時
30
分　

４
月
12
日
㈪

●
費
用　

７
万
４
、０
０
０
円

【
洋
裁
科
（
６
カ
月
）】

●
日
程
・
開
講
日　

①
毎
週
木
曜
日　

９
時
30
分
～
15
時
30
分

　

４
月
15
日
㈭

②
隔
週
土
曜
日　

９
時
～
13
時

　

４
月
17
日
㈯

●
費
用　

①
４
万
円
、
②
２
万
円

【
手
編
科
（
１
年
）】

●
日
程
・
開
講
日　

毎
週
火
曜
日

10
時
～
15
時　

４
月
13
日
㈫

●
費
用　

５
万
円

【
着
付
科
（
３
カ
月
）】

●
日
程
・
開
講
日　

毎
週
木
曜
日

①
朝
の
部　

10
時
～
12
時　

４
月
15
日
㈭

②
昼
の
部　

13
時
～
15
時　

４
月
15
日
㈭

③
夜
の
部　

19
時
～
21
時　

４
月
15
日
㈭

●
費
用　

１
万
１
、０
０
０
円

【
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
科（
６
カ
月
）】

●
日
程
・
開
講
日

①
隔
週
金
曜
日　

９
時
～
12
時

　

４
月
16 

日
㈮

②
隔
週
土
曜
日　

９
時
～
12
時

　

４
月
17
日
㈯

●
費
用　

２
万
１
、０
０
０
円

※
印
が
つ
い
た
科
目
コ
ー
ス
に
つ
い
て

は
、
中
小
企
業
の
従
業
員
で
雇
用
保
険
加

入
者
は
、
条
件
を
満
た
す
場
合
、
受
講
料

が
軽
減
さ
れ
ま
す　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

都
城
地
域
高
等
職
業
訓
練
校

　
　

☎
23

－

２
３
１
６

住
宅
改
造
・
改
修
に
関
す
る
研
修
会

●
日
時　

３
月
25
日
㈭　

10
時
～
12
時

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
対
象　

高
齢
者
・
障
害
者
住
宅
改
造
事

業
、
介
護
保
険
住
宅
改
修
の
施
工
事
業
者

●
内
容　

研
修
・
事
業
説
明

　

３
月
12
日
㈮
ま
で
に
介
護
保
険
課

　
　

☎
23

－

２
１
１
４



19 Miyakonojo City Public Relations 2010.3

教
育
集
会
所
主
催
教
室

　

一
般
成
人
の
初
心
者
が
対
象
で
、
開
講

期
間
は
５
月
～
翌
年
３
月
の
予
定
で
す
。

教
室
生
は
別
途
計
画
の
人
権
講
座
の
年
１

回
の
受
講
が
必
要
で
す
。

●
受
講
料　

年
間
５
、０
０
０
円
程
度（
教

材
費
な
ど
は
別
途
必
要
）

【
広
原
教
育
集
会
所
】

●
内
容
（
定
員
）・
日
時

書
道
（
20
人
）　

第
１
・
３
月
曜
日　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

太
極
拳
（
35
人
）

第
１
・
３
火
曜
日　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

水
彩
画
（
20
人
）

第
１
・
３
火
曜
日　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

民
踊
（
25
人
）

第
１
・
３
水
曜
日　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

料
理
（
20
人
）

第
１
・
３
木
曜
日　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

社
交
ダ
ン
ス
（
昼
）（
20
人
）

第
２
・
４
月
曜
日　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

社
交
ダ
ン
ス
（
夜
）（
20
人
）

第
１
・
３
木
曜
日　

20
時
～
22
時

生
け
花　
（
25
人
）

第
１
・
３
金
曜
日　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

ピ
ラ
テ
ィ
ス
（
30
人
）

第
２
・
４
月
曜
日　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

パ
ソ
コ
ン
（
20
人
）

第
２
・
４
火
曜
日　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

※
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
持
参
の
こ
と

ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
（
15
人
）

第
２
・
４
水
曜
日　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

カ
ラ
オ
ケ
（
40
人
）

第
２
・
４
金
曜
日　

20
時
～
22
時

　

３
月
15
日
㈪
～
４
月
16
日
㈮
の
９

時
～
16
時
に
本
人
が
直
接
広
原
教
育
集
会

所
で
申
し
込
み　

☎
24

－

４
４
７
７

【
梅
北
教
育
集
会
所
】

●
内
容
・
日
時

生
け
花

第
２
・
４
木
曜
日　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

社
交
ダ
ン
ス

第
２
・
４
水
曜
日　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

書
道

第
２
・
４
月
曜
日　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

舞
踊

第
２
・
４
木
曜
日　

19
時
30
分
～
21
時
30
分

俳
句

第
３
火
曜
日　
　

 

９
時
30
分
～
11
時
30
分

手
芸

第
１
・
３
火
曜
日　

20
時
～
22
時

園
芸
（
菊
作
り
）

第
２
・
４
水
曜
日　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

カ
ラ
オ
ケ

第
２
・
４
火
曜
日　

20
時
～
22
時

絵
画
（
水
彩
・
油
絵
）

第
１
・
３
水
曜
日　

９
時
～
11
時

ヨ
ガ

第
２
・
４
金
曜
日　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

料
理

第
２
・
４
火
曜
日　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

フ
ラ
ダ
ン
ス

第
１
・
３
金
曜
日　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
定
員　

各
教
室
10
～
20
人
程
度

　

３
月
15
日
㈪
～
４
月
16
日
㈮
の
９

時
～
16
時
に
本
人
が
直
接
梅
北
教
育
集
会

所
で
申
し
込
み　

☎
39

－

０
２
８
８

離
乳
食
教
室

●
日
時　

４
月
9
日
㈮　

９
時
30
分
～

●
場
所　

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
地
下
１
階
）

※
要
申
し
込
み

　

こ
ど
も
課　

☎
23

－

２
６
８
４

竹
楽
館
陶
芸
教
室

【
季
節
陶
芸
教
室
】

　

端
午
の
節
句
用
兜
か
ぶ
と
の
置
き
物
を
作
成
し

ま
す
。

●
日
時　

３
月
15
日
㈪
～
30
日
㈫

　
　
　
　

９
時
～
16
時

●
費
用　

１
、５
０
０
円

※
要
申
し
込
み

【
平
成
22
年
度
前
期
陶
芸
教
室
】

　

１
年
間
で
陶
芸
に
関
す
る
知
識
技
能
を

修
得
し
ま
す
。　

●
日
程　

４
月
２
日
㈮
～
23
年
３
月

毎
週
金
曜
日　

午
前
の
部
10
時
～
12
時

　
　
　
　
　
　

午
後
の
部
13
時
～
15
時

●
費
用　

月
３
、０
０
０
円

●
定
員　

午
前
の
部
、
午
後
の
部
そ
れ
ぞ

れ
15
人　

※
先
着
順

　

竹
楽
館　

☎
58

－

６
１
５
０

赤
ち
ゃ
ん
健
康
相
談
（
無
料
）

　

身
体
測
定
や
、
保
健
師
・
栄
養
士
に

よ
る
育
児
相
談
を
行
い
ま
す
。

●
対
象　

１
カ
月
～
１
歳
未
満

●
日
程
・
場
所

３
／
19
㈮　

13
時
30
分
～
14
時

高
城
保
健
セ
ン
タ
ー　

３
／
24
㈬　

13
時
30
分
～
14
時
30
分

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー　
（
市
役
所
地
下
１
階
）

※
母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル
持
参

　

こ
ど
も
課　

☎
23

－

２
６
８
４
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司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
み
や
こ
の
じ
ょ
う

法
律
無
料
相
談

●
日
時　

３
月
17
日
㈬　

18
時
～
21
時

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

多
重
債
務
、
サ
ラ
金
関
係
、
金

銭
貸
借
な
ど

●
定
員　

９
人
程
度　

※
要
予
約

　

宮
崎
県
司
法
書
士
協
会
都
城
支
部

　
　

☎
25

－

３
２
４
０

行
政
相
談

●
日
時　

３
月
18
日
㈭　

９
時
～
12
時

●
場
所　

中
央
公
民
館

　

秘
書
広
報
課　

☎
23

－

３
１
７
４

産
業
財
産
権
相
談
事
業

特
許
相
談
（
無
料
）

●
日
時　

３
月
16
日
㈫

●
場
所　

都
城
商
工
会
議
所

●
内
容　

特
許
、
実
用
新
案
、
意
匠
、
商

標
な
ど

　

工
業
振
興
課　

☎
23

－

２
７
５
３

女
性
相
談
員
に
よ
る

女
性
総
合
相
談
（
無
料
）

●
電
話
・
面
接
相
談

　

毎
週
月
～
金
曜
日　

10
時
～
16
時

●
専
門
相
談　

女
性
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
女

性
弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す

●
こ
こ
ろ
の
相
談

　

３
月
17
日
㈬　

14
時
～
16
時

●
法
律
相
談　

　

３
月
23
日
㈫　

13
時
～
16
時

※
専
門
相
談
、
面
接
相
談
は
事
前
の
予
約

　

が
必
要
で
す
。
相
談
に
関
す
る
秘
密
は

　

守
り
ま
す

●
場
所　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（ 

市
役
所
東
館
２
階
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－

７
１
５
７

Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
電
話
相
談

女
性
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
・
く
す
の
き

　

配
偶
者
や
恋
人
か
ら
の
暴
力
に
関
す
る

電
話
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

●
相
談
専
用
電
話　

☎
36

－

０
７
４
０

　
（
毎
週
土
曜
日　

14
時
～
16
時
）

【
２
期
】
平
成
15
年
４
月
２
日
〜
16
年
４

月
１
日
に
生
ま
れ
た
人
（
４
月
に
小
学
校

入
学
予
定
の
人
）

【
３
期
】
平
成
８
年
４
月
２
日
〜
９
年
４

月
１
日
に
生
ま
れ
た
人
（
現
在
中
学
１
年

生
に
相
当
す
る
年
齢
の
人
）

【
４
期
】
平
成
３
年
４
月
２
日
〜
４
年
４

月
１
日
に
生
ま
れ
た
人
（
現
在
高
校
３
年

生
に
相
当
す
る
年
齢
の
人
）

●
接
種
料
金　

対
象
年
齢
内
の
人
は
無
料

※
２
〜
４
期
の
人
は
３
月
31
日
ま
で
無
料

●
そ
の
他　

次
の
人
は
対
象
外
で
す

①
す
で
に
麻
し
ん
、
風
し
ん
の
両
方
に
か

　

か
っ
た
人

②
右
記
１
〜
４
期
の
接
種
対
象
者
で
、
平

　

成
21
年
４
月
か
ら
現
在
ま
で
の
間
に
接

　

種
を
済
ま
せ
た
人

※
３
・
４
期
は
平
成
20
年
度
か
ら
５
年
間

　

の
経
過
措
置
で
す
。
１
・
２
期
の
人
が

　

３
・
４
期
の
対
象
年
齢
に
な
っ
た
時
に

　

無
料
で
接
種
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

　

こ
ど
も
課　

☎
23

－

２
６
８
４

４
月
か
ら
肝
臓
機
能
障
が
い
に
よ
る

身
体
障
害
者
手
帳
が
交
付
さ
れ
ま
す

●
対
象　

認
定
基
準
に
該
当
す
る
肝
臓
機

能
障
が
い
の
あ
る
人
ま
た
は
肝
臓
移
植
を

受
け
、
抗
免
疫
療
法
を
実
施
し
て
い
る
人

●
手
続
き　

申
請
書
、診
断
書
、写
真
（
縦

４
㌢
×
横
３
㌢
）
を
福
祉
課
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い

　

福
祉
課　

☎
23

－

２
９
８
０

麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種

　

平
成
21
年
度
の
麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合

ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
の
対
象
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。
な
お
、
２
期
〜
４
期
に
つ
い

て
は
、
接
種
期
限
が
近
づ
い
て
い
ま
す
の

で
、
接
種
が
済
ん
で
い
な
い
人
は
早
め
に

接
種
し
ま
し
ょ
う
。

●
対
象　
【
１
期
】
１
歳
〜
２
歳
未
満
（
こ

の
間
に
１
回
接
種
） 
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子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
３
月
行
事
予
定

都
城
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
22

－

１
６
５
９

３
／
15
㈪　

10
時
～　

子
育
て
座
談
会

３
／
15
㈪　

13
時
30
分
～　

赤
ち
ゃ
ん
サ
ロ
ン

３
／
17
㈬　

10
時
～　

遠
足

山
之
口
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
57

－

３
２
９
８

３
／
17
㈬　

10
時
30
分
～　

お
別
れ
遠
足

３
／
23
㈫　

10
時
30
分
～　

ひ
ば
り
苑
慰
問

３
／
29
㈪　

10
時
30
分
～　

ミ
ニ
ミ
ニ
修
了
式

山
田
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
64

－

３
１
７
１

３
／
11
㈭　

10
時
～　

フ
リ
ス
ビ
ー
作
り

３
／
17
㈬　

10
時
～　

親
子
遠
足

３
／
24
㈬　

10
時
～　

誕
生
会

※
ほ
か
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
あ
り
ま

　

す
。
詳
し
く
は
、
各
子
育
て
支
援
セ
ン

　

タ
ー
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

３
月
19
日
で
廃
止

都
城
市
高
年
齢
者
職
業
相
談
室

　
「
都
城
市
高
年
齢
者
職
業
相
談
室
」
は

３
月
19
日
㈮
で
廃
止
と
な
り
ま
す
。
廃
止

日
以
降
の
職
業
相
談
に
つ
い
て
は
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
都
城
が
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

●
業
務
取
扱
時
間　

年
末
年
始
、
土
・
日

曜
日
、
祝
日
を
除
く
平
日
の
８
時
30
分
～

17
時
15
分

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
都
城　

　
　

☎
22

－
１
７
４
５

都
城
市
土
採
取
事
業
条
例

　

ボ
ラ
、
シ
ラ
ス
な
ど
の
土
を
採
取
す
る

事
業
に
関
し
て
罰
則
規
定
を
設
け
た
「
都

城
市
土
採
取
事
業
条
例
」
が
、
４
月
１
日

か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

　

市
内
で
土
を
採
取
し
よ
う
と
す
る
事
業

の
う
ち
、
ほ
か
の
法
令
な
ど
で
規
制
さ
れ

て
い
る
も
の
以
外
で
、
土
の
採
取
場
の
面

積
が
１
、０
０
０
平
方
㍍
以
上
、
か
つ
、

採
取
す
る
土
の
量
が
２
、０
０
０
立
方
㍍

以
上
の
事
業
に
つ
い
て
は
規
制
さ
れ
ま

す
。
こ
の
条
約
に
よ
り
土
採
取
事
業
に
伴

う
災
害
防
止
や
採
取
跡
地
の
緑
化
な
ど
に

よ
る
適
正
な
整
備
を
図
り
ま
す
。

　

土
採
取
事
業
の
事
業
主
は
、
条
例
に
定

め
る
採
取
場
の
所
在
や
採
取
す
る
土
の
量

や
期
間
、
そ
の
ほ
か
必
要
な
事
項
を
記
載

し
た
土
採
取
計
画
を
着
工
30
日
前
ま
で
に

農
政
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
産
業
振
興
課

に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

農
政
課　

☎
23

－

２
７
６
８

nosei@
city.m

iyakonojo.m
iyazaki.jp

住
所
異
動
に
関
す
る
臨
時
窓
口

●
臨
時
窓
口
開
設
期
間
・
時
間

３
月
27
日
㈯
～
４
月
４
日
㈰
ま
で
の
９
日

間
、
月
～
金
曜
日
は
８
時
30
分
～
19
時

土
・
日
曜
日
は
９
時
～
17
時

●
各
課
取
扱
業
務　

市
民
課　

☎
23

－

２
１
２
８

・
住
所
異
動
届
の
受
け
付
け

・
各
種
証
明
の
発
行

・
印
鑑
登
録
証
の
申
請
受
け
付
け
、
交
付

保
険
年
金
課　

☎
23

－

２
１
２
７

・
住
所
異
動
に
伴
う
国
民
健
康
保
険
の
資

　

格
取
得
届
、
喪
失
届
の
受
け
付
け

・
住
所
異
動
に
伴
う
後
期
高
齢
者
医
療
の

　

資
格
取
得
届
、
喪
失
届
の
受
け
付
け

・
住
所
異
動
に
伴
う
国
民
年
金
関
係
届
の

　

受
け
付
け

こ
ど
も
課　

☎
23

－

２
６
８
４

・
住
所
異
動
に
伴
う
乳
幼
児
医
療
費
助

　

成
、
母
子
父
子
医
療
費
助
成
、
児
童
手

　

当
な
ど
の
諸
申
請
の
受
け
付
け

・
ほ
か
の
市
町
村
か
ら
都
城
に
異
動
し
た

　

人
の
妊
婦
乳
児
健
康
診
査
受
診
票
、
予

　

防
接
種
ノ
ー
ト
の
交
付

保
育
課　

☎
23

－

４
８
９
４

・
住
所
異
動
に
伴
う
保
育
の
実
施
お
よ
び

　

解
除
、
転
園
な
ど
の
事
務

※
各
総
合
支
所
・
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
で

　

は
、
時
間
延
長
や
土
・
日
曜
日
の
開
庁

　

は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
戸
籍
届

　

け
出
の
受
け
付
け
は
、
従
来
ど
お
り
正

　

面
玄
関
左
側
の
警
備
員
室
で
行
い
ま
す

国
民
健
康
保
険
の
制
度
が
一
部

変
わ
り
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
70
歳

～
74
歳
の
人
の
自
己
負
担
割
合
「
１
割
」

が
平
成
22
年
４
月
１
日
以
降
も
、
継
続
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

該
当
す
る
人
に
対
し
て
、
保
険
証
の
差

し
替
え
を
３
月
末
に
郵
送
し
ま
す
。

※
自
己
負
担
割
合
が
「
３
割
」
の
人
は
、

　

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん

　

保
険
年
金
課　

☎
23

－

２
６
３
４
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ポ
リ
オ
予
防
接
種

　

ポ
リ
オ
は
風
邪
と
よ
く
似
た
症
状
で

す
が
、
ポ
リ
オ
ウ
イ
ル
ス
が
脊せ
き
ず
い髄

に
入

る
と
、
手
足
の
麻ま

ひ痺
が
残
り
ま
す
。
生

後
３
～
90
カ
月
未
満
の
間
に
41
日
以
上

の
間
隔
を
あ
け
て
２
回
飲
み
ま
す
。

●
実
施
日
・
接
種
会
場

４
月
６
日
㈫
庄
内
地
区
公
民
館

総
合
福
祉
会
館

４
月
７
日
㈬
小
松
原
地
区
公
民
館

４
月
９
日
㈮
早
水
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

４
月
15
日
㈭
中
郷
地
区
公
民
館

横
市
地
区
公
民
館

高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

４
月
16
日
㈮
五
十
市
地
区
公
民
館

沖
水
地
区
公
民
館

４
月
19
日
㈪
山
田
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
け
ね
じ
ゅ
苑
）

４
月
22
日
㈭
総
合
福
祉
会
館

４
月
23
日
㈮
山
之
口
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
山
之
口
総
合
支
所
敷
地
内
）

４
月
27
日
㈫
高
崎
総
合
支
所

早
水
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

４
月
28
日
㈬
総
合
福
祉
会
館

志
和
池
地
区
公
民
館

●
受
付
時
間　

13
時
20
分
～
13
時
50
分

※
高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
は
13
時
30

　

分
～
14
時
、
高
崎
総
合
支
所
、
山
之

　

口
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
13
時
～
13

　

時
30
分

●
注
意

①
ポ
リ
オ
接
種
後
に
ほ
か
の
予
防
接
種

　

を
受
け
る
場
合
は
27
日
以
上
の
接
種

　

間
隔
が
必
要
で
す

②
Ｂ
Ｃ
Ｇ
は
、
対
象
年
齢
が
生
後
６
カ

　

月
未
満
と
な
っ
て
い
ま
す
。
未
接
種

　

の
人
は
、
で
き
る
だ
け
先
に
接
種
し

　

て
く
だ
さ
い

③
三
種
混
合
Ⅰ
期
初
回
（
20
～
56
日
の

　

間
隔
で
３
回
接
種
）、
日
本
脳
炎
Ⅰ

　

期
初
回
（
６
～
28
日
の
間
隔
で
２
回

　

接
種
）
の
接
種
間
隔
が
超
え
な
い
よ

　

う
注
意
し
て
く
だ
さ
い

④
接
種
当
日
、
生
後
３
カ
月
未
満
ま
た

　

は
90
カ
月
以
上
の
人
は
接
種
で
き
ま

　

せ
ん

●
そ
の
他　

母
子
手
帳
・
予
防
接
種
ノ

ー
ト
（
ポ
リ
オ
予
診
票
）
を
持
参

　

こ
ど
も
課　

☎
23

－

２
６
８
４

「
公
衆
に
著
し
い
迷
惑
を
か

け
る
行
為
の
防
止
に
関
す
る

条
例
」
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

　
「
公
衆
に
著
し
い
迷
惑
を
か
け
る
行

為
の
防
止
に
関
す
る
条
例
」（
以
下
条

例
）
が
一
部
改
正
さ
れ
て
、
今
年
の
４

月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

　

改
正
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

●
「
客
引
き
行
為
等
」
の
規
制
強
化

従
来
か
ら
禁
止
さ
れ
て
い
る
「
執
よ
う
な

客
引
き
」
に
加
え
、
公
共
の
場
所
で
の
迷

惑
な
「
客
引
き
行
為
等
」
が
禁
止
さ
れ
、

取
り
締
ま
り
の
対
象
に
な
り
ま
し
た

●
「
卑
わ
い
な
行
為
」・「
つ
き
ま
と
い

行
為
等
」
の
罰
則
強
化

迷
惑
性
の
程
度
が
極
め
て
高
く
、
重
大

事
件
に
発
展
す
る
危
険
性
の
高
い
行
為

の
罰
則
が
強
化
さ
れ
ま
し
た

※
「
卑
わ
い
な
行
為
」
と
は
、
例
え
ば

痴
漢
行
為
や
ス
カ
ー
ト
内
の
盗
撮
行

為
な
ど
で
す
。「
つ
き
ま
と
い
行
為
」

と
は
、
正
当
な
理
由
が
な
く
待
ち
伏

せ
な
ど
を
し
た
上
、
言
い
掛
か
り
を

つ
け
る
な
ど
し
て
執
よ
う
に
つ
き
ま

と
う
行
為
な
ど
で
す

　

詳
し
く
は
、
宮
崎
県
警
察
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

w
w

w
.pref.m

iyazaki.lg.jp/police/

県
警
察
本
部
生
活
安
全
企
画
課

☎
０
９
８
５

－

31

－

０
１
１
０

都
城
警
察
署
生
活
安
全
課

☎
24

－

０
１
１
０

市
営
墓
地
で
の
盗
難
に
注
意

　

彼
岸
も
近
づ
き
、
墓
参
り
の
機
会
も

増
え
て
き
ま
す
が
、
市
営
墓
地
内
で
置

引
、
車
上
荒
ら
し
な
ど
の
盗
難
事
件
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
水
く
み
や
花
あ
げ

な
ど
、
目
を
離
し
た
わ
ず
か
な
時
間
に

被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
車
に
は
施

錠
し
、
貴
重
品
は
手
放
さ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
で

盗
難
に
遭
わ
な
い
よ
う
、
自
己
防
衛
に

努
め
ま
し
ょ
う
。
万
一
、
被
害
に
遭
っ

た
と
き
は
、
速
や
か
に
墓
地
管
理
事
務

所
へ
報
告
し
、
必
ず
最
寄
り
の
警
察
へ

被
害
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
利
用
上
の
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

①
ち
り
や
枯
れ
花
な
ど
は
必
ず
指
定
さ

れ
た
ち
り
置
場
へ
出
し
て
く
だ
さ
い

②
枝
木
な
ど
は
50
㌢
以
内
に
切
り
、
雑

草
な
ど
は
土
を
よ
く
落
と
し
て
ち
り

置
場
へ
出
し
て
く
だ
さ
い

③
家
庭
の
ご
み
な
ど
は
絶
対
に
持
ち
込

ま
な
い
で
く
だ
さ
い

④
隣
接
地
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
定
期

的
に
清
掃
や
せ
ん
定
を
し
ま
し
ょ
う

⑤
周
辺
住
民
の
車
の
出
し
入
れ
な
ど
に

支
障
を
来
た
し
ま
す
の
で
、
必
ず
墓

地
駐
車
場
へ
駐
車
し
て
く
だ
さ
い

⑥
犬
猫
の
ふ
ん
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

墓
地
内
で
散
歩
を
し
た
り
、
え
さ
な

ど
を
置
い
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い

　

環
境
政
策
課　

☎
23

－

２
１
３
０

県
身
体
障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー
移
転

　

宮
崎
県
身
体
障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー

（
身
体
障
害
者
更
生
相
談
所
）
は
、
４

月
１
日
㈭
か
ら
、
現
在
の
清
武
町
木
原

か
ら
宮
崎
市
霧
島
町
の
宮
崎
県
総
合
保

険
セ
ン
タ
ー
内
に
移
転
し
ま
す
。

　

判
定
業
務
な
ど
従
来
の
業
務
は
、
基

本
的
に
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

身
体
障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
０
９
８
５

−

85

−

３
３
８
８
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万
一
の
事
故
に
備
え
て　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

　

子
ど
も
会
、
運
動
ク
ラ
ブ
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
な
ど
５
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
で

あ
れ
ば
加
入
で
き
ま
す
。
加
入
依
頼
書
は

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
、
各
総
合
支
所
の
教
育

課
、
各
地
区
公
民
館
、
都
城
運
動
公
園
体

育
館
事
務
所
、
早
水
公
園
体
育
文
化
セ
ン

タ
ー
事
務
所
に
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
前
年
度
加
入
団
体
に
は
、
３

月
上
旬
に
発
送
予
定
で
す
。

●
対
象　

グ
ル
ー
プ（
団
体
）活
動
中
の

事
故
・
グ
ル
ー
プ（
団
体
）活
動
へ
の
往

復
中
の
事
故

●
保
険
期
間　

４
月
１
日
か
ら
翌
年
３

月
31
日

※
４
月
１
日
以
降
の
入
金
の
場
合
は
、

　

入
金
日
の
翌
日
か
ら
有
効

【
銀
行
な
ど
で
の
加
入
】

　

加
入
依
頼
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
掛
け
金
を
添
え
て
指
定
銀
行
（
宮

崎
銀
行
）
の
窓
口
に
提
出
く
だ
さ
い
。

そ
の
際
は
、
一
律
50
円
の
振
込
手
数
料

が
、
そ
の
他
の
銀
行
・
郵
便
局
に
つ
い

て
は
各
金
融
機
関
の
通
常
の
振
込
手
数

料
が
か
か
り
ま
す

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
加
入
】

　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
「
ス
ポ
安
ね
っ
と
」
ス
ポ
ー
ツ

安
全
保
険
加
入
シ
ス
テ
ム
に
ア
ク
セ
ス

し
、
加
入
後
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
掛
け
金
を
入
金
し
て
く
だ
さ
い

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.sportsanzen.org

ス
ポ
安
ね
っ
と

http://www.spokyo.jp/spoannet.htm
l

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　

☎
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固
定
資
産
課
税
台
帳
の

閲
覧
・
縦
覧
（
無
料
）

●
期
間　

４
月
１
日
㈭
〜
30
日
㈮

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く

●
時
間　

８
時
30
分
〜
17
時

※
12
時
〜
13
時
は
除
く

●
場
所　

資
産
税
課
（
市
役
所
西
館
２

階
）、
各
総
合
支
所
財
務
課
、
各
地
区

市
民
セ
ン
タ
ー

※
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
は
閲
覧
の
み

【
閲
覧
】

　

平
成
22
年
度
固
定
資
産
課
税
台
帳
に

登
録
さ
れ
た
自
分
の
資
産
の
所
在
地
や

地
番
、
評
価
額
、
税
額
な
ど
を
確
認
で

き
ま
す

※
４
月
初
旬
に
発
送
す
る
納
税
通
知
書

　

添
付
の
課
税
明
細
と
同
じ
内
容

●
閲
覧
で
き
る
人　

固
定
資
産
税
の
納

税
義
務
者
（
死
亡
し
て
い
る
場
合
は
そ

の
相
続
人
）

【
縦
覧
】

　

市
内
に
あ
る
土
地
・
家
屋
に
つ
い
て
、

平
成
22
年
度
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登

録
さ
れ
た
評
価
額
を
確
認
で
き
ま
す

●
縦
覧
で
き
る
人

①
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿　

市
内
に
所

　

在
す
る
土
地
を
所
有
し
て
い
る
納
税
者

②
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿　

市
内
に
所

　

在
す
る
家
屋
を
所
有
し
て
い
る
納
税
者

●
縦
覧
で
き
る
内
容

①
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿　

所
在
、
地

　

番
、
地
目
、
地
積
、
評
価
額

②
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿　

所
在
、
家

　

屋
番
号
、
種
類
、
構
造
、
床
面
積
、

　

評
価
額

※
納
税
義
務
者
の
住
所
、
氏
名
、
課
税

　

標
準
額
、
税
額
は
縦
覧
で
き
ま
せ
ん

●
縦
覧
・
閲
覧
に
必
要
な
も
の

　

免
許
証
な
ど
身
分
証
明
で
き
る
も
の

※
法
人
は
代
表
者
印
、
個
人
の
代
理
の

場
合
は
委
任
者
自
筆
の
委
任
状
、
納

税
義
務
者
が
死
亡
し
て
い
る
場
合
は

相
続
人
で
あ
る
こ
と
を
証
明
で
き
る

書
類
（
あ
て
先
が
当
該
相
続
人
に
な

っ
て
い
る
納
税
通
知
書
も
可
）
が
必

要
で
す

　
資
産
税
課　

☎
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２
１
２
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各
総
合
支
所
財
務
課

　
　

各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

◎みやざき医療ナビもご利用ください
http://www.e-navi.pref.miyazaki.lg.jp

●休日当番薬局

みやざき医療ナビ

◎みやざき医療ナビもご利用ください
http://www.e-navi.pref.miyazaki.lg.jp

休日急病診療機関
●診療時間　9時〜18時
※歯科は17時まで

※診療機関は変更することがあります
詳しくは、テレホンサービス（医師会は☎
23−5555、歯科医師会は☎ 25−4100）で確認
してください

月日 医療機関名 電話番号

３/21
㈰

田口クリニック（内） 24-0600
西浦病院（内） 25-1119
仮屋医院（内・小） 36-0521
浜田医院（胃・外） 22-1151
はまだクリニック（外・胃・肛） 45-2266
中山耳鼻科（耳鼻） 24-2648
さくら歯科・小児歯科 46-3428

３/22
㈪

森山内科・外科クリニック（内） 21-5000
鵜木内科医院（循・内） 26-0008
はしぐち小児科（小） 24-5500
もちお蛯原医院（整形・形成） 21-5355
花房医院（泌） 25-1177
小山田眼科（眼） 22-0710
金丸歯科医院 22-3945

３/28
㈰

三嶋内科（内） 24-7171
沖水こどもクリニック（小） 27-5656
あきづき医院（内・心内） 36-0534
ながはま整形外科（整） 46-7188
ゆうクリニック（消・外・内） 46-6100
すみ産婦人科（産・婦） 23-1152
片平歯科医院 25-9300

３/21 ㈰ ハートフル、そうごう広原、
妻ケ丘、そうごう志和池

３/22 ㈪ ひむか 24 時間、さわやか、
ウエスト、もちおさくら

３/28 ㈰ 沖水、すずかげ、みやこ



移
動
図
書
館 

く
れ
よ
ん
号

巡
回
予
定

インフォメーション

●問い合わせ
　都城市立図書館　☎22-0239
高城図書館　　　☎58-4224

自炊初心者のために、食材
や調理などの基本とレシピ
を紹介。１人暮らしを始め
る人におすすめ！

女の子といつも一緒にいる
子犬は、どんな危険からも
女の子を守ってくれる。そ
の理由とは？

「感動する仕事！　泣ける仕事！
お仕事熱血ストーリー全 8 巻」

学研教育出版（出版）

働くとは？　人の役に立つ
とは？　さまざまな職業人
の話から、そのヒントを見
つけてください。

今月のおすすめの本

15
43

16

「どんなときもきみを」

アリスン・マギー（文）
パスカル・ルメートル（絵）
野坂悦子（訳）岩崎書店（出版）

「ゼロからはじめる
自炊の教科書」

きじまりゅうた（著）
大泉書店（出版）

劇団東京ヴォードヴィルショー
「無頼の女房」

笑えて泣ける。佐藤Ｂ作などテレビでおなじみの実力派
俳優勢ぞろい。都城出身の井之上隆志にも注目！

●日時：４月25日㈰ 
　　　　 15時開演
●会場：都城市総合文化ホール 
●チケット：【全席指定】
　一般3,500円　学生1,500円
　＊未就学児童入場不可
●問い合わせ：都城市総合文化ホール　☎ 23-7140

（チケット専用電話番号　☎ 23−7190）

学生の皆さんへプラザからのプレゼント

●日時：３月20日㈯
　　　　 15時開演
●会場：ウエルネス交流プラザ
●出演者：大重瞳、孤

こ

杉
すぎ

瑞恵、
　　　　　 蔵元茂

しげ

志
し

、福島紀康、
　　　　　　Libera Rhythm
●料金：無料
●問い合わせ：ウエルネス交流プラザ　☎ ２６－7770

祝！ 卒業・進級！ うららかコンサート
～旅立つあなたへ～

都城市立図書館
休館日：３月21日・22日・29日、４月１日・５日・12日／開館時間：9：30〜18：50
高城図書館
休館日：３月16日・21日・22日・23日・30日、４月６日・13日／開館時間：9：30〜18：00

日 

程

巡　

回　

場　

所

巡　

回　

時　

間

3/16
㈫

今
町
小
学
校

梅
北
小
学
校

13
時
10
分
～
14
時
00
分

14
時
30
分
～
15
時
30
分

3/17
㈬

夏
尾
小
学
校

菓
子
野
小
学
校

13
時
00
分
～
13
時
30
分

14
時
30
分
～
15
時
30
分

3/18
㈭

木
之
川
内
小
学
校

14
時
00
分
～
16
時
00
分

3/20
㈯

明
和
小
学
校

鷹
尾
五
丁
目
自
治
公
民
館

市
営
都
原
団
地

13
時
00
分
～
13
時
30
分

13
時
40
分
～
14
時
10
分

14
時
20
分
～
14
時
50
分

3/23
㈫

乙
房
小
学
校

志
和
池
小
学
校

13
時
00
分
～
13
時
50
分

14
時
30
分
～
16
時
00
分

3/24
㈬

縄
瀬
小
学
校

高
崎
地
区
公
民
館

13
時
10
分
～
13
時
50
分

14
時
20
分
～
14
時
50
分

3/25
㈭

小
松
原
地
区
公
民
館

ミ
ー
ト
シ
ョ
ッ
プ

な
が
や
ま
志
比
田
店

谷
頭
児
童
館

13
時
20
分
～
13
時
50
分

14
時
10
分
～
14
時
40
分

15
時
00
分
～
15
時
30
分

4/10
㈯

上
富
吉
地
区
体
育
館

一
万
城
南
部
自
治
公
民
館

13
時
00
分
～
13
時
30
分

14
時
00
分
～
14
時
30
分

4/13
㈫

県
営
北
原
団
地

丸
野
小
学
校

10
時
30
分
～
11
時
00
分

13
時
00
分
～
14
時
00
分

4/14
㈬

川
東
小
学
校

ミ
ー
ト
シ
ョ
ッ
プ

な
が
や
ま
志
比
田
店

小
松
原
地
区
公
民
館

13
時
00
分
～
14
時
00
分

14
時
20
分
～
14
時
50
分

15
時
10
分
～
15
時
40
分

4/15
㈭

吉
之
元
小
学
校

西
岳
小
学
校

13
時
10
分
～
13
時
40
分

14
時
00
分
～
15
時
00
分

読み聞かせの部屋（定員20人程度）

お話しの部屋“そら豆”
●絵本の読み聞かせ（未就学児の親子）
　３月25日㈭　11：00～11：30
本とお話の会
●「金のがちょう」（イギリスの童話）
　４月10日㈯　14：30～　

佐藤Ｂ作 井之上隆志

242010.3



国際交流員
のひとりごと

　２月の上旬、私は仲間たちと２月13日の
ワールドフェスタのイベントの準備や宣伝の
ために頑張っていました。皆さんはどうでし
たか？　もう春気分でしたか？ 
　そのころ、中国の友達に電話したところ、
「あ、ガラスふいているから後で電話する
よ」と言われました。そして、急に思い出し
ました。中国では、２月上旬は一番にぎやか
な時なのです。大掃除はもちろん、おいしい
食材を買いに出掛けたり、仕事を頑張って済
ませて実家に帰る準備をしたり、慌ただしく
て忙しいけどみんな笑顔だったはず。なぜな
ら２月14日は、中国の一番の祝日、「春節」
と呼ばれる旧正月ですから。そして、２月28
日は、「正月十五」と呼ばれ、夜の街をちょ
うちんでいっぱい飾って楽しむ祝日です。
　今年の旧正月は、私にとっては初めて家族
と離れて過ごす旧正月で、初めて都城の皆さ
んと一緒にイベントで過ごした旧正月でし
た。春の祝日たちが終わったら、もう春気分
でどこよりも早い九州の桜前線を迎えるで
しょう！

翟 悦（タク エツ）さん
（中国）Vol.４

「皆と一緒に祝う大晦日」

●問い合わせ　生活文化課・国際化担当　☎23-2295

このコーナーでは、寄せられた「わたしの一言」の中から
一部を紹介します。また、皆さんから寄せられたご意見
につきましては、今後の広報紙作成に生かしていきます。

▼点線に沿ってお切りください（官製はがきでも可）

わ
た

し
の

一
言

今
月

号
を

読
ん

で
の

感
想

・１月号の「人の風景」で紹介された二宮さん
のレクリエーションの活動内容を読んで、私
も地域に役立つ活動をしていこうと思いまし
た。	 （久保原町　N さん）

・最近、特に感じるのが運転のマナーの悪さで
す。これから若葉マークの人も増えてきます
が、運転歴が長い人がマナーを守って手本に
ならなければいけないですね。

		  （野々美谷町　Y さん）

・「学校へ行こう」で紹介された縄瀬小学校は、
私の母校です。小学校のころに、学校のシン
ボルである「いこいの森」で遊んだのを思い
出しました。	 （高崎町　有田みかんさん）

・１月号の「回顧録」を読んで、昨年は多くの
出来事があったなぁと思いました。今年は、
とにかく元気で乗り切れるよう頑張るぞ！

		  （高木町　たいちゃんのママさん）

・転勤族で友達をつくるのに欠かすことのでき
ない子育て支援センター。地元の情報や子育
ての悩みを一緒に分かち合える場が増えてい
くと助かりますね。

		  （早鈴町　ドタバタかあちゃん）



イベントカレンダー

３/16
〜４/15

※［　　］内は場所、問は問い合わせ先

電
話

番
号
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ク
イ

ズ
の

答
え

①②③ フ
リ

ガ
ナ

氏
　

名

ペ
ン

ネ
ー

ム
ま

た
は

イ
ニ

シ
ャ

ル

※
記

入
が

な
い

場
合

は
、イ

ニ
シ

ャ
ル

で
表

示
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

住
　

所

８
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５
８

５
５

５
PO

ST
 CA

RD

お
手
数
で
す
が

5
0
円
切
手
を

お
張
り
く
だ
さ
い

広報クイズ
読者

プレゼント

都
城
市
役
所
 秘
書
広
報
課
 行

（
広
報
 都
城
 N
o.51 2010年

３
月
号
）

施設案内 ※３月16日〜４月15日の日程

Vol.51

読
ん
で
当
て
よ
う

知
っ
て
当
て
よ
う

３月

21日㈰
14：00～

山之口麓文弥節人形浄瑠璃定期公演
〔人形の館〕
問人形の館　☎57−5295

27日㈯～
28日㈰

都城もちお桜まつり〔母智丘公園〕
問都城観光協会　☎23−2460

27日㈯～
28日㈰

都城弓まつり全国弓道大会
〔早水公園体育文化センター〕
問都城観光協会　☎23−2460

28日㈰
10：00～

さくらフェスタ高城〔観音池公園〕
問高城町商工会　☎58−2020

～28日㈰
商家のひなまつり

〔旧後藤家商家交流資料館〕
問高城観光協会　☎58−6900

４月

４日㈰
9：00～

道の駅山之口　春の感謝祭
〔道の駅山之口〕
問道の駅山之口　☎57−5222

４日㈰～
5月8日㈯

庄内川のこいのぼり〔庄内川堤防〕
問荘内商工会　☎37−0024

11日㈰
８：00～

都城ぼんち市〔東中町通り〕
問都城商工会議所　☎23−0001

▪美術館（姫城町）	 ☎25−1447
開館時間　９：00～17：00（入館は16：30まで）
入館料　無料
休館日　３月23日・29日、４月５日・12日
・収蔵作品展「都城島津の絵師から現代まで」

▪都城歴史資料館（都島町）	 ☎25−8011
開館時間　９：30～17：00（入館は16：30まで）　
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
※毎週土曜日は、小・中学生は無料
休館日　３月23日・29日、４月５日・12日

▪高城郷土資料館（高城町）	 ☎58−5963
開館時間　９：30～17：00（入館は16：30まで）
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　３月23日・29日、４月５日・12日

▪人形の館（山之口町）	 ☎57−5295
開館時間　９：30～17：00（入館は16：30まで）
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　３月23日・29日、４月５日・12日
※定期公演は、別料金

▪たちばな天文台（高崎町）	 ☎62−4936
開館時間　金土19：00～22：00、土日祝９：00～17：00 
入館料　中学生以上300円　小学生100円
※この時期は、接近した火星および宵の明星（金星）が楽
　しめます
※春休み期間中（３月27日～４月５日）は休まず開館

▪山之口弥五郎どんの館（山之口町）	 ☎57−3713
開館時間　９：00～17：00
入館料　無料
休館日　３月23日・29日、４月５日・12日

▪旧後藤家商家交流資料館（高城町）	 ☎58−6900  
開館時間　10：00～16：00
入館料　大人200円　小・中学生100円
休館日　３月23日・29日、４月５日・12日



市の提供番組紹介
世帯
人
人
人

（　　　　　）
（　　　　　）
（　　　　　）
（　　　　　）

今月の表紙

テレビ番組の案内

ラジオ番組の案内

都城市現住人口

春日神社（高木町）のベブどん
　水田の仕事が始まるこの時期に、保存会（野崎
俊一会長、16 人）が毎年奉納している農耕神事「ベ
ブどん」。親方と下

げ

男
なん

にふんした会員らが、しっく
い製の牛（ベブ）を使って代かきや種まきなど、
昔ながらの米作りを演じ、今年の五穀豊

ほうじょう

穣を祈願
しました。方言を交えた
ユーモアあふれる掛け合
いや観客に向かって暴れ
だす牛に、会場からは笑
いが起こっていました。 ■MRTラジオ（AM放送936kHz）

　「みやこのじょうドキドキナビ」
　毎週：月〜金曜日（祝日除く）15：30〜15：45
　市民参加型のラジオ番組を放送しています。
　出演については、秘書広報課（☎23−3174）

■シティエフエム都城（FM放送76.4MHz）
　「インフォメーションM」　毎週：月〜金曜日
　9：49〜9：54、16：25〜16：30（再）
　市からのお知らせ、イベント情報などを放送します。
　毎週火曜日放送の「BON☆（ボンスタ）」
　（12：00〜13：00）でも、市政情報や市民活動の
　紹介などを放送しています

■BTVケーブルテレビ（デジタル111ch、アナログ5ch）
※毎回10分間放送
　「みやこんじょジャーナル」
　① 6：50 〜　② 11：50 〜　③ 17：50 〜
　④ 20：50 〜　⑤ 22：50 〜

■今後の放送予定
３月21日～31日
「道の駅山之口
　　　　　春の感謝祭」
４月１日～10日
「御池青少年自然の家」
４月11日～20日
「都城島津邸オープン」

問
①
１
月
24
日
に
行
わ
れ
た
市
議
会
議
員
選
挙
で
選

ば
れ
た
議
員
は
何
人
？

問
②
都
城
島
津
邸
が
開
館
す
る
の
は
い
つ
？

問
③
「
人
の
風
景
」
で
紹
介
し
た
鶴
田
勝
さ
ん
が
館

長
を
務
め
て
い
る
の
は

　
　

「
旧
後
藤
家
○
○
交
流
資
料
館
」

◎
応
募
方
法　

は
が
き
に
ク
イ
ズ
の
答
え
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
と
、
わ
た
し
の
一
言
や
３
月
号
を
読

ん
だ
感
想
を
書
い
て
、
〒
885

−

８
５
５
５　

市
役

所
秘
書
広
報
課
ま
で
。
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で

１
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
差
し
上
げ
ま
す
。

※
応
募
者
の
個
人
情
報
は
、
広
報
ク
イ
ズ
の
応
募
の
受
け
付

け
、
当
選
者
へ
の
商
品
の
発
送
以
外
に
は
利
用
し
ま
せ
ん

◎
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

都
城
地
場
産
品

　
（
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
詰
め
合
わ
せ
）

◎
商
品
提
供
事
業
者

　

高
崎
町
農
産
加
工
セ
ン
タ
ー

　

☎
62

−

５
０
１
６

◎
応
募
締
切　

３
月
31
日
㈬

　
　
　
　
　
　

当
日
消
印
有
効

◎
発
表　

本
紙
５
月
号

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
広
報
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
寄
付
事
業
所
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
秘
書
広
報
課
ま
で
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

◎
１
月
号
当
選
者　

塩
屋
美
智
子
さ
ん
（
北
原
町
）

　

健
康
の
た
め
に
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
し
て
い
ま
す
。

朝
早
く
に
登
校
中
の
小
学
生
が
、「
お
は
よ
う
ご
ざ
い

ま
す
」
と
元
気
の
い
い
あ
い
さ
つ
を
し
て
く
れ
ま
す
。

１
日
の
ス
タ
ー
ト
に
こ
の
よ
う
な
あ
い
さ
つ
を
受
け

る
と
気
分
が
良
い
で
す
ね
。

平成22年２月１日現在　　　 （ 前 月 比 ）
世　帯　数
人 口 総 数
　　　　男
　　　　女
※国勢調査に基づく推計人口です。

70,942
168,602
79,049
89,553

9
7

12
− 5

▪
１
月
号
ク
イ
ズ
結
果　

応
募
総
数
37
通

◎
正
解 

①
自
由
回
答　

②
３
月
15
日　

③
い
こ
い

昨年の春の感謝祭の様子

　先日、ばあばの知恵袋さくらが考案した寒天を使った料
理を取材しました。これは薩摩藩が財政赤字を解消するた
めに、寒天を密造・密輸したことにちなみ、寒天で地域お
こしを狙ったもの。恥ずかしながら海から離れた盆地の都
城で寒天が作られていた事実を知らなかった私だが、こう
した都城の歴史にゆかりのある特産物を掘り起こし全国へ
PRすることが活気のあるまちづくりに必要になってくる
のではないかと思います。（明）

多くの農産物を販売していま
すので、ぜひお越しください。
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再
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用
し
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ま
す
。


